
特集

都
城

市
民
の
願
い
が
か
な
う　

南
九
州
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ
テ
ィ　

M
iyakonojo C

ity P
ublic R

elations, M
iyazaki

みやこのじょう

都
城
市
成
人
式

その他の特集

◆地域の笑顔広がる「まちづくり協議会」
◆知っていますか？　ごみの現状
◆景観に関する届け出の変更

◆畑地かんがい農業
◆スポーツキャンプ情報

2
February . 2014 [ Vol.98 ]



新
た
な
誓
い
と
希
望
を
胸
に
二
十
歳
の
門
出

本
市
で
は
、
今
年
、
１
、５
８
７
人（
男

性
７
８
８
人
、
女
性
７
９
９
人
）が
成

人
を
迎
え
ま
し
た
。
１
月
３
日
か
ら

11
日
に
は
、
市
内
15
地
区
と
都
城
き

り
し
ま
支
援
学
校
で
成
人
式
が
開
催

さ
れ
、
家
族
や
地
域
の
人
た
ち
が
見

守
る
中
、
新
た
な
希
望
と
誓
い
を
胸

に
、
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
各
地
区
で
開
催
さ
れ
た
、

新
成
人
の
決
意
あ
ふ
れ
る
成
人
式
の

模
様
を
紹
介
し
ま
す
。

感
謝
の
気
持
ち
が

　

詰
ま
っ
た
成
人
式

　

地
域
の
人
た
ち
と
新
成
人
自
ら
が
、

実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
地
域
ご
と

に
企
画
か
ら
運
営
ま
で
を
行
う
本
市

の
成
人
式
。
自
治
公
民
館
長
や
学
校

関
係
者
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
人

た
ち
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
式
典
の

準
備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

式
典
は
、新
成
人
の
代
表
者
ら
が
進
行

役
を
務
め
、趣
向
を
凝
ら
し
た
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
も
用
意
。
こ
の
日
を
迎
え
る
ま

で
お
世
話
に
な
っ
た
恩
師
や
家
族
、
地

域
の
人
た
ち
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が
詰

ま
っ
た
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
成
人
へ
の
エ
ー
ル

　

式
典
で
は
、
中
学
時
代
の
恩
師
や
式

典
の
実
行
委
員
を
務
め
た
地
域
の
人
た

ち
が
、こ
れ
ま
で
の
思
い
出
と
と
も
に
、

今
後
の
活
躍
へ
の
期
待
を
込
め
て
新
成

人
を
激
励
。
池
田
市
長
は
「
今
日
ま
で

お
世
話
に
な
っ
た
周
囲
の
人
た
ち
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
無
限
の
可

能
性
を
信
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に

挑
戦
し
、
積
極
的
に
自
分
の
人
生
を
切

り
開
い
て
く
だ
さ
い
」
と
エ
ー
ル
を
贈

り
、
成
人
証
書
を
授
与
し
ま
し
た
。

出出出出出出出出出出

新新新新新新新新新都
城
市

成
人
式
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　華やかな晴れ着姿で笑顔があふれた成人式会
場。恩師や旧友との再会を懐かしんだり、記念
写真を撮り合ったり、会場は和やかな雰囲気に
包まれていました。式典の後、各会場では、実
行委員が制作した中学時代の画像を集めたスラ
イドショーの上映の他、一人一人の近況報告や
意見発表、抽選会などのアトラクションも行わ
れました。山田地区では、県のゆるキャラ「み
やざき犬」が会場に駆け付け、軽快なダンスで
新成人の門出を祝いました。

　有権者としての自覚を持ってもらおうと、姫
城、祝吉、西岳、高城地区では模擬選挙を開催。
このうち高城地区では、実際の選挙さながらに
用意された記載台で地域にちなんだ政党と候補
者を記名するなど、投票から開票までの一連の
流れを体験しました。
　西岳地区で模擬選挙を体験した藤野絵梨さん
（都北町）は「私の１票の重みを実感すること
ができました。これから行われる選挙では、棄
権せずに投票に行こうと思います」と選挙権に
対する理解を深めていました。

華華華華華やかやかやかややか
恩師恩師恩恩恩

　華　華　華
場。場。場。場。
華 有有有有有有権者権者権者権者

祝吉祝吉祝吉祝吉祝吉
　有有有有有
城、城、城城、祝祝祝
有有有有有有

趣向を凝らしたアトラクション趣向を凝らしたアトラクション 政治にもしっかり参加。模擬選挙政治にもしっかり参加。模擬選挙
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中
学
を
卒
業
し
て
か
ら
５
年
が
経
ち
、
月
日
の
過
ぎ

る
の
は
早
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
成
人
し
て
も
今
は

ま
だ
未
熟
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
経
験
を

重
ね
て
、
す
て
き
な
大
人
に
な
り
た
い
で
す
。

建
築
家
で
あ
る
隈
研
吾
さ
ん
の
言
葉
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
は
同
じ
こ
と
を
二
度
し
な
い
人
」。
社
会

人
と
し
て
、
同
じ
ミ
ス
を
し
な
い
自
立
し
た
大
人
に

な
れ
る
よ
う
、
日
々
努
力
し
ま
す
。

成
人
式
の
準
備
で
さ
ま
ざ
ま
な
壁
に
ぶ
つ
か
り
ま
し

た
が
、
周
り
の
皆
さ
ん
の
支
え
で
乗
り
越
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
壁
に
ぶ
つ
か
る
と
思
い
ま

す
が
、
し
っ
か
り
向
き
合
っ
て
頑
張
り
ま
す
。

生
ま
れ
育
っ
た
都
城
で
人
生
の
節
目
を
迎
え
ら
れ
、

今
ま
で
支
え
て
く
れ
た
人
た
ち
に
、
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
自
分
の
仕
事
に

責
任
と
誇
り
を
持
ち
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
作
製
に
は
苦
労
し
ま
し
た
が
、
成
人
式
当

日
、
予
定
通
り
上
映
で
き
、
た
く
さ
ん
の
人
か
ら
ね

ぎ
ら
い
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
や
っ
て
よ

か
っ
た
と
心
か
ら
思
い
ま
し
た
。

委
員
長
と
い
う
責
任
あ
る
立
場
で
し
た
が
、
他
の
委

員
の
手
助
け
も
あ
り
、
成
人
式
当
日
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
元
に
、
責
任
あ
る
行

動
の
取
れ
る
大
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

成
人
を
迎
え
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
さ
を
感
じ

ま
す
。
残
り
の
学
生
生
活
、
そ
し
て
就
職
し
て
か
ら

も
多
く
の
こ
と
を
周
り
の
人
か
ら
学
び
取
り
、
経
験

を
積
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

選
挙
の
投
票
や
お
酒
、
た
ば
こ
な
ど
、
で
き
る
こ
と

は
増
え
ま
し
た
が
、
同
時
に
責
任
も
負
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
を
胸
に
刻
み
、
悔
い
の
な

い
人
生
を
送
り
た
い
で
す
。

成人式を迎えて ～各地区の実行委員長に思いを聞きました～

【中郷地区】

折田 香
かす み

純さん
（梅北町）
学　生

【沖水地区】

宮﨑 勇太郎さん
（高木町）
学　生

【小松原地区】

宮田 悠
ゆう じ

史さん
（志比田町）
学　生

【妻ケ丘地区】

大
おおば

羽 望
も か

可さん
（若葉町）
学　生

【五十市地区】

松田 幸
ゆき な

奈さん
（若葉町）
学　生

【山之口地区】

田原 新也さん
（山之口町山之口）

会社員

【高崎地区】

田中 謙介さん
（高崎町大牟田）

学　生

【志和池地区】

新村 明
あき み

実さん
（岩満町）
学　生

新
成
人
が
生
ま
れ
た
年
に
は

こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

 

都
城
の
出
来
事

・
都
城
圏
域
が
地
方
拠
点
都
市
地
域　

　
に
指
定
さ
れ
る

・
長
寿
館
落
成
式

・
ス
カ
イ
ブ
ッ
ロ
サ
ム
を
開
催

《
山
之
口
町
》

桝ま
す
や
す安

森
林
公
園
が
完
成

《
高
城
町
》

有
水
・
西
久
保
、
細
井
地
区
の
上
原
遺

跡
。
都
城
地
域
で
初
め
て
の
古
墳
時
代

の
集
落
跡
を
発
掘

《
山
田
町
》

か
か
し
館
（
山
田
活
性
化
セ
ン
タ
ー
）

が
完
成

《
高
崎
町
》

電
算
総
合
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
が
ス

タ
ー
ト
。
住
民
票
な
ど
が
電
算
化

スカイブッロサム上原遺跡の集落跡

長寿館落成式電算システムが稼働
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今
ま
で
20
年
間
、
支
え
て
く
れ
た
家
族
や
全
て
の
人

に「
あ
り
が
と
う
」の
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
周
り
の
人
た
ち

が
笑
顔
に
な
れ
る
よ
う
な
社
会
人
を
目
指
し
ま
す
。

仕
事
な
ど
で
、
委
員
全
員
が
そ
ろ
う
こ
と
は
少
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ
る
充

実
し
た
半
年
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
社
会
で

生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

５
年
ぶ
り
に
再
会
し
た
友
人
た
ち
と
成
人
式
の
行
事

に
関
わ
り
、
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
成
人
式
を
迎
え
、
社
会
を
支
え
る
一
員
と

し
て
自
覚
し
、
社
会
に
貢
献
し
た
い
で
す
。

地
域
や
新
成
人
み
ん
な
の
協
力
で
、
す
ば
ら
し
い
成

人
式
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
人
一
人

が
自
分
の
道
を
し
っ
か
り
進
み
、
私
た
ち
の
力
を
合

わ
せ
て
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

成
人
式
を
し
っ
か
り
開
催
で
き
る
か
不
安
で
し
た

が
、
周
り
の
人
の
支
え
で
、
無
事
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
成
人
式
を
迎
え
、
人
と
し
て
恥
ず
か
し

く
な
い
責
任
感
の
あ
る
大
人
に
な
り
た
い
で
す
。

成
人
を
迎
え
、
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
つ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
委
員
長
と
な
り
一
人
で
は
無
理
だ
と

感
じ
ま
し
た
が
、
ほ
か
の
委
員
な
ど
と
協
力
し
て
、

成
人
式
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

成
人
と
し
て
の
実
感
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
く

さ
ん
の
人
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
を
も
ら
い
、
自
覚
が

芽
生
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
社
会
人
と
し
て
、
自

分
の
行
動
に
責
任
を
持
っ
て
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

成
人
と
し
て
、
自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
ち
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
一
生
懸
命
働
き
、
今
ま
で
お

世
話
に
な
っ
た
先
生
や
周
り
の
人
に
、
少
し
で
も
恩

返
し
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

年年

再再
会会会

友友
人人人人

成
人
成
人人
式式式式

行
事
行
事
行行

【高城地区】

宮丸 桃
もも み

実さん
（高城町穂満坊）

学　生

【姫城地区】

山冨 健太さん
（都島町）
飲食業

【横市地区】

伊
い じ ち

地知 真也さん
（蓑原町）
学　生

【西岳地区】

村﨑 祐
ゆう な

南さん
（美川町）
団体職員

【庄内地区】

内村 友
ゆう み

海さん
（菓子野町）
学　生

【祝吉地区】

前村 優
ゆう ま

真さん
（上川東二丁目）

会社員

【山田地区】

桑山 翼さん
（山田町中霧島）

学　生

都城
きりしま支援学校

藤本 亜
あ り さ

利沙さん
（下川東二丁目）

会社員

 

国
内
外
で
の
出
来
事

５
月
15
日　

Ｊ
リ
ー
グ
開
幕
。
発
足
当

初
は
10
チ
ー
ム
が
参
加

６
月
９
日　

皇
太
子
徳
仁
親
王
と
雅
子

さ
ま
が
ご
成
婚

８
月
26
日　

東
京
都
港
区
に
レ
イ
ン

ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
が
完
成

10
月
17
日　

南
ア
フ
リ
カ
の
故
ネ
ル
ソ

ン
・
マ
ン
デ
ラ
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

10
月
28
日　

サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
、
ロ

ス
タ
イ
ム
に
失
点
し
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
出
場
を
逃
す
（
ド
ー
ハ
の
悲
劇
）

12
月
９
日　

法
隆
寺
、
姫
路
城
、
屋
久

島
、
白
神
山
地
が
、
日
本
で
初
の
世
界

遺
産
登
録

12
月
14
日　

海
外
か
ら
の
米
輸
入
を
決

定
（
１
９
９
３
年
米
騒
動
）

２
月
12
日
〜　

冬
季
リ
レ
ハ
ン
メ
ル

（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
）
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

催

 

流
行
し
た
歌

・
Ｔ
Ｈ
Ｅ
虎と
ら
ぶ
り
ゅ
う

舞
竜
「
ロ
ー
ド
」

・
広
瀬
香こ
う
み美
「
ロ
マ
ン
ス
の
神
様
」

 

流
行
し
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

・
一
つ
屋
根
の
下

・
あ
す
な
ろ
白
書

 

流
行
語
大
賞

・
Ｊ
リ
ー
グ
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【
五
十
市
地
区
】

　

地
区
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住

み
よ
い
地
域
を
目
指
す
た
め
、
災
害
、

交
通
事
故
、
声
掛
け
事
案
の
危
険
箇
所

を
掲
載
し
た
「
五
十
市
地
区
防
災
マ
ッ

プ
」
を
作
製
し
ま
し
た
。

【
横
市
地
区
】

　

横
市
地
区
の
自
慢
し
た
い
・
未
来
の

子
ど
も
た
ち
に
残
し
た
い
風
景
を
、
地

区
住
民
に
投
票
し
て
も
ら
い
、「
新
横

市
十
二
景
」
が
決
定
し
ま
し
た
。
地
区

の
紹
介
な
ど

で
活
用
し
た

り
、
地
区
外

の
人
た
ち
に

魅
力
を
発
信

し
た
り
す
る

手
段
と
し
て

役
立
て
て
い

ま
す
。

【
小
松
原
地
区
】

　
「
健
康
で　

明
る
い　

住
み
よ
い　

小
松
原
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、

の
ぼ
り
旗
を
作
製
し
て
各
自
治
公
民
館

や
地
区
ま
つ
り
で
掲
揚
し
ま
し
た
。
今

後
、
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
実
現
を
目
標

に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

【
妻
ケ
丘
地
区
】

　

地
区
内
の
触
れ
合
い
と
絆
の
結
束
、

そ
し
て
郷
土
愛
の
意
識
高
揚
を
目
的
に

「
妻
ケ
丘
よ
か
と
こ
音
頭
」
を
自
主
制

作
し
ま
し
た
。
地
区
内
の
行
事
で
踊
る

な
ど
、
住
民
に
広
く
浸
透
し
て
き
て
い

ま
す
。

私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
を
自
分
た

ち
の
力
で
、
さ
ら
に
住
み
や
す
い
ま
ち

に
し
よ
う
と
活
動
し
て
い
る
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
（
ま
ち
協
）。

各
地
区
で
活
動
し
て
い
る
ま
ち
協
の
役

割
や
、
活
動
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課　

　
　
　
　
　
　
　

☎
23
ー
７
１
４
６

ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

近
年
、「
お
互
い
に
助
け
合
い
、
協

力
す
る
」
と
い
う
地
域
住
民
同
士
の
つ

な
が
り
が
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
地

域
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
で
は
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
や
強
化
を
図
る
た

め
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　

市
で
は
、
そ
の
柱
と
し
て
、
地
域
住

民
が
中
心
と
な
っ
て
、
身
近
な
課
題
を

解
決
し
た
り
、
将
来
あ
る
べ
き
姿
を
検

討
し
た
り
す
る
地
域
密
着
型
の
住
民
自

治
組
織
「
ま
ち
協
」
の
設
立
と
運
営
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
協
が
目
指
す
も
の

　

ま
ち
協
で
は
次
の
よ
う
な
目
標
を
掲

げ
、
自
分
た
ち
で
地
域
の
た
め
に
何
が

で
き
る
の
か
を
考
え
、
積
極
的
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

○
地
域
の
活
性
化

○
教
育
文
化
活
動
の
推
進

○
健
康
増
進
や
地
域
福
祉
の
推
進

○
防
災
・
防
犯
な
ど
、
安
全
安
心
な
ま

　

ち
づ
く
り

○
地
域
環
境
整
備
の
推
進
な
ど

　

こ
れ
ら
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に

地
域
住
民
の
知
恵
と
力
を
結
集
し
、
各

地
区
の
特
色
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り

を
進
め
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

あ
な
た
が
主
役
！

地
域
の
笑
顔
広
が
る「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

各
地
区
ま
ち
協
の
活
動
内
容
を
紹
介
し
ま
す
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【
沖
水
地
区
】

　

児
童
の
交
通
事
故
防
止
を
目
的
に
、

「
子
ど
も
見
守
り

中
」
横
断
旗
を
作

製
し
、
子
ど
も
見

守
り
隊
や
沖
水

小
学
校
、
地
元
企

業
に
寄
贈
し
ま
し

た
。

【
志
和
池
地
区
】

　

親
睦
と
交
流
を
目
的
に
、
か
つ
て
地

区
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
行
わ

れ
て
い
た
「
ま
つ

り
志
和
池
」
を
、

６
年
ぶ
り
に
「
盆

踊
り
大
会
」
と
し

て
復
活
さ
せ
ま
し

た
。

【
庄
内
地
区
】

　

 

「
滝
の
駅
せ
き
の
お
」
前
広
場
に
休

憩
施
設
を
設
置
し
ま
し
た
。
庄
内
地
区

の
観
光
資
源
で
あ
る
関
之
尾
に
憩
い

の
場
が
で
き
、
利

用
者
の
皆
さ
ん
に

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

庄
内
地
区
の
「
お

も
て
な
し
」
の
心

が
実
感
で
き
る
施

設
で
す
。

【
西
岳
地
区
】

　

小
学
校
や
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
と

連
携
し
、
食
生
活
改
善
推
進
委
員
の
協

力
の
下
、「
食
」
へ
の
関
心
と
大
切
さ

を
親
子
で
学
ぶ
「
親
子
料
理
教
室
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

【
中
郷
地
区
】

　

中
郷
地
区
内
に
あ
る
史
跡
や
観
光
資

源
を
地
区
内
外
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う

た
め
、「
中

郷
地
区
散
策

マ
ッ
プ
」
看

板
を
作
製

し
、
金
御
岳

な
ど
地
区
内

の
４
カ
所
に

設
置
し
ま
し

た
。

祝吉地区
まちづくり協議会
会長

山下　孝一さん

姫城地区
まちづくり協議会
会長

田村　治
はるよし

義さん

　祝吉地区まちづくり協議会は、早水あや
め祭りやウオーキング大会、文化祭などの
イベントを企画・開催しています。今年度は、
環境美化に取り組み、犬のふん害防止のた
めに、公園などに看板を設置しました。また、
早水公園内に髪長姫のパネルを立て、祝吉
地区の伝説を観光誘致にもつなげていきた
いと考えています。その他、小・中学生に
よる「子どもまちづくり協議会」もあり、子
どもたちがアイデアを出したり、ボランティ
アとして参加したりしています。大人だけ
ではなく、子どもたちも一緒にまちづくり
に加わり、地域みんなでこれからの祝吉地
区をつくっていきます。

　姫城地区は、世帯数は増えていますが、
年々、人口が減少しています。地区の課題
として、地域や人との関わりが希薄になり
公民館活動も、以前と比べると参加人数が
少なくなっていることが挙げられます。そ
こで、私たちは、少しでもお互いの顔が見
えるようにあいさつする習慣を地域と家庭、
学校で連携して行い、防犯にも役立てるよ
うにしています。また、姫城地区の良さを
再認識してもらうため、子どもたちと一緒
に「姫城歴史マップ」を作製しました。さ
まざまな意見を取り入れながら子どもから
大人まで交流ができる、層の厚いまちづく
りを目指していきます。

層の厚いまちづくり大人と子どもと一緒に
取り組むまちづくり
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知っていますか？知っていますか？
ごみごみの現状現状

市
内
の
ご
み
の
量
は
増
え
る
傾
向
に

市
内
の
ご
み
の
量
は
増
え
る
傾
向
に

あ
り
、
ま
た
、
分
別
さ
れ
て
い
な
い
ご

あ
り
、
ま
た
、
分
別
さ
れ
て
い
な
い
ご

み
や
不
法
投
棄
も
目
立
っ
て
い
ま
す
。

み
や
不
法
投
棄
も
目
立
っ
て
い
ま
す
。

ご
み
は
適
正
に
分
別
す
れ
ば
資
源
と

ご
み
は
適
正
に
分
別
す
れ
ば
資
源
と

し
て
再
利
用
で
き
ま
す
。
捨
て
る
前

し
て
再
利
用
で
き
ま
す
。
捨
て
る
前

に
も
う
一
度
考
え
、
少
し
で
も
ご
み

に
も
う
一
度
考
え
、
少
し
で
も
ご
み

の
削
減
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

の
削
減
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

清
掃
工
場
は
年
中
フ
ル
稼
働
！

清
掃
工
場
は
年
中
フ
ル
稼
働
！

　

清
掃
工
場
で
は
、
ほ
ぼ
１
年
中
ご

　

清
掃
工
場
で
は
、
ほ
ぼ
１
年
中
ご

み
の
焼
却
を
行
っ
て
い
ま
す
。

み
の
焼
却
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
、
清
掃
工
場
に
持
ち
込

　

昨
年
度
、
清
掃
工
場
に
持
ち
込

ま
れ
た
一
般
家
庭
や
事
業
所
の
ご

ま
れ
た
一
般
家
庭
や
事
業
所
の
ご

み
の
量
は
、
約
４
万
７
、４
０
０
㌧

み
の
量
は
、
約
４
万
７
、４
０
０
㌧

で
、
そ
の
処
理
に
か
か
っ
た
金
額
は
約

で
、
そ
の
処
理
に
か
か
っ
た
金
額
は
約

３
億
９
、０
０
０
万
円
で
し
た
。
こ
れ

３
億
９
、０
０
０
万
円
で
し
た
。
こ
れ

は
、
は
、
市
民
一
人
当
た
り
年
間
約
２
、

市
民
一
人
当
た
り
年
間
約
２
、

３
０
０
円

３
０
０
円
の
税
金
が
使
わ
れ
た
こ
と

の
税
金
が
使
わ
れ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。　
　

に
な
り
ま
す
。　
　

混
入
し
た
不
燃
ご
み
が
焼
却
炉
を
止
め
る
!?

　

清
掃
工
場
へ
搬
入
さ
れ
る
ご
み
の
中

に
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
や
金
属
類
が

混
入
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
特

に
金
属
類
の
混
入
は
、
機
器
の
損
傷
や

焼
却
炉
を
傷
め
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

最
悪
の
場
合
、
焼
却
炉
を
停
止
す
る
事

態
に
も
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ

う
な
る
と
、
ご
み
の

受
け
入
れ
に
も
支
障

が
生
じ
、
ひ
い
て
は

家
庭
ご
み
の
収
集
に

も
影
響
し
て
き
ま
す
。

ご
み
は
必
ず
分
別
し

て
出
し
ま
し
ょ
う
。

産
業
廃
棄
物
は
搬
入
で
き
ま
せ
ん

　

ご
み
は
、
法
律
で
一
般
廃
棄
物
と
産

業
廃
棄
物
に
分
か
れ
ま
す
。
最
近
、
清

掃
工
場
や
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
に
は
、

産
業
廃
棄
物
を
一
般
廃
棄
物
と
偽
っ
て

持
ち
込
む
事
例
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

産
業
廃
棄
物
の
持
ち
込
み
は
違
法
行
為

で
す
。
例
え
ば
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に

伴
い
出
た
紙
く
ず
や
木
く
ず
、
畳
な
ど

は
産
業
廃
棄
物
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
必
ず
、
搬
入
す
る
前
に
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

事
業
活
動
に
伴
っ
て
生
じ
た
ご
み

は
、
事
業
所
が
自
己
の
責
任
に
お
い
て

適
正
に
処
理
す
る
よ
う
に
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ラ
イ
タ
ー
は
火
災
の
元

　

使
い
切
っ
て
い
な
い
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン

ベ
や
ガ
ス
ラ
イ
タ
ー
、
ス
プ
レ
ー
缶

（
ヘ
ア
ス
プ
レ
ー
、ト
イ
レ
消
臭
剤
、
制

汗
剤
な
ど
）を
そ
の
ま
ま
出
す
と
、リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
火
災
原
因
に
な
り
ま

す
。必
ず
ガ
ス
を
使
い
切
り
、穴
を
開
け

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、穴
を
開
け

る
際
は
十
分
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ　

【
燃
や
せ
る
ご
み
】

清
掃
工
場　
　

☎
23
ー
０
２
７
７

【
埋
め
立
て
ご
み
】

環
境
施
設
課　

☎
23
ー
３
３
１
９

【
燃
や
せ
な
い
ご
み
】

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　
　

☎
36
ー
３
９
０
０

清掃工場に持ち込まれるごみの量 (S58～ H24)

指
定
ご
み
袋
も
資
源
で
す
！

　

本
市
の
指
定
ご
み
袋
は
、
販
売
収

入
よ
り
製
造
費
の
方
が
高
い
た
め
、

不
足
分
は
税
金
で
補
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
、
体
育
館
１
棟
分
の
指
定
ご
み

袋
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
み
袋

も
ご
み
に
な
り
ま
す
。
大
切
に
使
い

ま
し
ょ
う
。

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
い
指
定

ご
み
袋
の
価
格
が
変
わ
り
ま
す
！

　

４
月
１
日
か
ら
指
定
ご
み
袋
は
、

１
袋
２
０
５
円
（
消
費
税
込
み
）
に

な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

環
境
政
策
課　

☎
23
ー
２
１
３
０

知っていますか？知っていますか？
ごみごみのの現状現状
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ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
を
守
ろ
う
！

　

必
ず
都
城
市
指
定
ご
み
袋
を
使
用

し
ま
し
ょ
う
。

※
旧
４
町
の
指
定
ご
み
袋
も
使
用
可

　

市
の
「
家
庭
ご
み
の
出
し
方
・
分

け
方
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
参
考
に
、

き
ち
ん
と
分
別
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

 　

ル
ー
ル
違
反
ご
み
（
年
間
約
２
万

件
）
に
つ
い
て
は
、
随
時
、
環
境
業
務

課
で
啓
発
や
指
導
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
個
人
が
ご
み
袋
を
開
封
し
て
中
身

を
調
査
し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
み
は
、
決
め
ら
れ
た
日
時
・
場

所
に
出
し
ま
し
ょ
う
。
収
集
後
に
出

さ
れ
た
ご
み
は
、
そ
の
日
の
う
ち
に

回
収
は
で
き
ま
せ
ん
。
残
さ
れ
た
ご

み
は
、
犬
や
猫
・
カ
ラ
ス
な
ど
に
よ

る
ご
み
の
飛
散
や
異
臭
の
発
生
原
因

と
な
り
ま
す
。

　

ご
み
置
き
場
は
、
近
隣
住
民
や
公
民

館
の
協
力
で
決
定
し
ま
す
。
ご
み
置
き

場
で
な
い
場
所
に
ご
み
を
出
す
こ
と

は
、
不
法
投
棄
と
な
り
近
隣
住
民
の
迷

惑
に
な
り
ま
す
。
ご
み
置
き
場
以
外
の

場
所
に
は
、
絶
対
に
ご
み
を
出
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
平
成
24
年
度
の
不
法
投
棄
な
ど
の
件

　

数
は
１
１
５
件

　

粗
大
ご
み
の
処
理
は
、
個
人
で
清
掃

工
場
・
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
へ
直
接
持

ち
込
む
か
、
市
か
ら
許
可
を
受
け
て
い

る
許
可
業
者
へ
依
頼
し
て
く
だ
さ
い

（
有
料
）。
運
搬
手
段
の
な
い
人
や
そ
の

他
の
事
情
に
よ
り
個
人
で
の
処
理
が
困

難
な
人
は
、
市
に
よ
る
粗
大
ご
み
の
収

集
サ
ー
ビ
ス（
有
料
）が
あ
り
ま
す
の

で
、環
境
業
務
課
（
☎
24

－

５
５
６
０
）

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

家
庭
か
ら
出
る
大
量
の
剪せ
ん
て
い定
ご
み

は
、個
人
で
清
掃
工
場
へ
持
ち
込
む
か
、

許
可
業
者
に
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。な
お
、

ご
み
置
き
場
に
出
す

場
合
は
、
少
量
ず
つ

数
回
に
小
分
け
し
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

家
庭
か
ら
出
た
ご
み
の
行
方

特
定
家
電
は
適
正
な
リ
サ
イ
ク
ル
を
!!

　
「
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
、
エ

ア
コ
ン
、
洗
濯
機
、
衣
類
乾
燥
機
」
は

特
定
家
電
と
し
て
、
法
令
に
従
い
適
正

に
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
特
定
家
電
は
、
ご
み

置
き
場
や
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
へ
の
持

ち
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
不
要

品
回
収
業
者
に
引
き
渡
さ
れ
た
特
定
家

電
は
、そ
の
後
、不
適
正
に
処
理
さ
れ
て

し
ま
う
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
の
で

安
易
に
引
き
渡
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

特
定
家
電
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
最

寄
り
の
家
電
販
売
店
か
、
次
の
指
定
引

取
所
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
指
定
引
取
所

　

太
信
鉄
源
㈱　

☎
47
ー
１
６
３
１

　

共
同
運
送
㈱　

☎
38
ー
１
４
５
８

ご
み
置
き
場
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て

利
用
し
ま
し
ょ
う
！

　

ご
み
置
き
場
は
、
公
民
館
を
は
じ
め

と
す
る
地
域
の
協
力
の
下
、
常
に
清
潔

に
保
た
れ
、
再
分
別
の
管
理
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
一
人
一
人
が
正
し
い
分
別

と
出
し
方
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

環
境
業
務
課　

☎
24
ー
５
５
６
０ルール違反のごみは黄色のシールを

貼って啓発し指導します
事業活動で出たごみはごみ置場には
出せません

燃やせるごみ・燃やせないごみの中にも
まだまだ資源物がいっぱい！
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畑地かんがい農業

畑
地
か
ん
が
い
事
業
と
は

　

昭
和
42
年
の
大
干
ば
つ
で
、
大
き
な

打
撃
を
受
け
た
農
業
。
こ
の
経
験
を
元

に
「
必
要
な
時
に
」「
必
要
な
量
」
の

水
を
安
定
し
て
供
給
で
き
る
よ
う
、
国

と
地
方
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
る
の
が
、畑
地
か
ん
が
い
事
業
で
す
。

都
城
盆
地
の
畑
地
か
ん
が
い
事
業

　

都
城
盆
地
の
畑
地
か
ん
が
い
事
業

は
、
受
益
面
積
３
、９
６
６
㌶
、
受
益

農
家
数
８
、８
７
０
戸
が
対
象
と
な
っ

て
い
ま
す
。木
之
川
内
ダ
ム
（
山
田
町
）

を
は
じ
め
、
幹
線
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
、

フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
（
農
業
用
水
の
貯
留

施
設
）
な
ど
の
基
幹
施
設
を
建
設
す
る

事
業
（
国
営
事
業
）
は
、
昭
和
62
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
平
成
22
年
度
に
そ

の
全
て
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の

畑
で
水
が
使

え
る
よ
う
に
、

支
線
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
と
給

水
栓
な
ど
の

末
端
施
設
の

工
事
を
県
が

進
め
て
い
ま

す
（
県
営
事

業
）。

畑
地
か
ん
が
い
農
業
の
メ
リ
ッ
ト

　

畑
地
か
ん
が
い
用
水
の
利
用
に
よ

り
次
の
メ
リ
ッ
ト
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

● 

農
業
用
水
が
安
定
確
保
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
収
穫
量
が
安
定
す
る

● 

天
候
に
左
右
さ
れ
な
い
計
画
的
な

農
業
が
可
能
に
な
る

● 

栽
培
可
能
な
作
物
の
種
類
が
増
え
る

● 

農
地
の
利
便
性
が
高
ま
る
こ
と
か

ら
、
借
り
手
な
ど
が
見
つ
か
り
や

す
い

県
営
事
業
の
進
捗
状
況

　

給
水
栓
設
置
な
ど
の
県
営
事
業
は
、

６
地
区
（
６
２
１
㌶
）
で
完
了
。
ま
た
、

現
在
15
地
区
（
１
、２
３
２
㌶
）
で
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
結
果
、

完
了
し
た
地
区
も
含
め
る
と
そ
の
進
捗

率
は
、
47
㌫
と
な
り
ま
す
。

担い手の高齢化や後継者不足、環太平洋パートナーシップ協定（ＴＰＰ）参加など、近年の農業を担い手の高齢化や後継者不足、環太平洋パートナーシップ協定（ＴＰＰ）参加など、近年の農業を
取り巻く環境は大変、厳しい状況にあります。このような中にあって、畑地かんがい事業の推進は、取り巻く環境は大変、厳しい状況にあります。このような中にあって、畑地かんがい事業の推進は、
農業に欠かすことのできない「水」を安定供給することで、天候に左右されにくい計画的な農業経農業に欠かすことのできない「水」を安定供給することで、天候に左右されにくい計画的な農業経
営を可能にします。今回の特集では、これまでの都城地域における畑地かんがい事業の推移と、こ営を可能にします。今回の特集では、これまでの都城地域における畑地かんがい事業の推移と、こ
れからの農業生産に果たす役割を紹介します。れからの農業生産に果たす役割を紹介します。
◎問い合わせ　農産園芸課畑かん営農推進担当（都北町別館） ◎問い合わせ　農産園芸課畑かん営農推進担当（都北町別館） ☎36☎36－－66106610
　　　　　　　都城盆地土地改良区　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　都城盆地土地改良区　　　　　　　　　　　　 ☎36☎36－－67106710

強く安定した農業経営を実現する強く安定した農業経営を実現する

畑地かんがい農業畑地かんがい農業

県営事業の完了時期
完了予定 地区名

完了 森田原、安久、百原、宮ノ原
第１、前方第２、高崎

H26年度 払川第１－１、払川第１－２

H27年度
大井手、横尾原、万ヶ塚、浜
之段第１、高才第２、牧之原
１期、前方第１

H28年度 縄瀬、長尾下１期
H29年度 長尾下２期
H30年度 前方第４－１期
H31年度 牧之原２－１期、宮ノ原第２
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●
畑
地
か
ん
が
い
用
水
の
有
効
利
用

　

畑
地
か
ん
が
い
用
水
は
、
平
成
25
年

１
月
か
ら
畜
産
用
水
（
飲
用
水
、
畜
舎

の
冷
却
、
畜
舎
や
機
械
の
洗
浄
）
に
も

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た

だ
し
、
飲
用
と
す
る
場
合
、
消
毒
器
の

取
り
付
け
が
必
要
で
す
。
工
事
に
か
か

る
費
用
な
ど
は
利
用
者
の
自
己
負
担
で

す
が
、
上
水

道
の
３
分
の

１
程
度
の
使

用
料
で
あ
る

こ
と
か
ら
、

畜
産
農
家
の

負
担
軽
減
に

も
つ
な
が
り

ま
す
。

畑
地
か
ん
が
い
事
業
の
モ
デ
ル
農
地

　

現
在
、
都
城
地
域
で
は
、
８
４
７
㌶

の
畑
で
畑
地
か
ん
が
い
を
利
用
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
う
ち
利
用
の
申
し

込
み
が
あ
っ
た
畑
の
面
積
は
、68
㌶（
利

用
率
８
㌫
）
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
事
業
の
推
進
だ
け
で

は
な
く
、水
利
用
面
積
の
拡
大
の
た
め
、

ど
の
よ
う
な
作
物
を
栽
培
す
る
こ
と
が

畑
地
か
ん
が
い
農
業
の
普
及
に
つ
な
が

る
の
か
、
今
後
、
作
物
の
選
定
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
畑
地
か
ん
が
い
農
業
の
推

進
と
早
期
定
着
を
目
的
に
、
畑
地
か
ん

普
及
に
向
け
た
取
り
組
み　

　

畑
地
か
ん
が
い
事
業
は
、
そ
の
源
と

な
る
ダ
ム
や
畑
に
水
を
運
ぶ
た
め
の
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
、
給
水
栓
な
ど
の
工
事

は
、
国
や
県
が
行
い
ま
す
が
、
そ
の
後

の
施
設
の
維
持
管
理
は
、
都
城
盆
地
土

地
改
良
区
が
行
い
ま
す
。
市
で
は
、
都

城
盆
地
土
地
改
良
区
な
ど
関
係
す
る
団

体
と
、
普
及
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
散
水
器
具
の
展
示
と
実
演
会

　

県
営
事
業
の
実
施
地
区
内
で
は
、
散

水
器
具
の
実
演
や
展
示
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
畑
地
か
ん
が
い
農
業
の
取
り

組
み
を
検
討
し
て
い
る
農
家
の
皆
さ
ん

は
、
同
実
演
会
で
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の

散
水
器
具
や
、
そ
の
散
水
能
力
な
ど
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
散
水
器
具
の
無
料
貸
し
出
し

　

県
営
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
地
域
で

あ
れ
ば
、
散
水
器
具
一
式
（
付
帯
設
備

を
含
む
）
を
18
・
３
㌫
の
個
人
負
担
で

取
り
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
※
県

営
事
業
実
施
地
区
の
受
益
者
の
み
）。

　

な
お
、
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
が
、

農
家
の
皆
さ
ん
が
そ
の
効
果
を
確
認
す

る
た
め
に
、散
水
器
具
を
一
作
の
期
間
、

無
料
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
設
置
や

使
用
方
法
な
ど
も
、
現
地
で
丁
寧
に
説

明
し
ま
す
。

が
い
に
よ
る
効
果
の
実
証
試
験
を
兼
ね

た
モ
デ
ル
農
地
を
選
定
し
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
は
、
本
市
の
主
要
作
付
け

品
目
で
あ
る
里
芋
の
単
収
増
加
の
試
験

を
行
い
、
全
体
の
収
量
、
規
格
品
の
収

量
と
も
に
増
加
し
、
そ
の
効
果
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
、
カ
ン
シ
ョ
や
ニ
ン
ジ

ン
の
単
収
増
加
技
術
の
試
験
を
検
討
し

て
い
て
、
今
後
も
畑
地
か
ん
が
い
用
水

を
活
用
し
た
収
益
性
の
高
い
作
物
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

適
切
な
施
肥
と
土
づ
く
り

　

持
続
的
な
農
業
の
実
現
に
は
、
畑
地

か
ん
が
い
事
業
に
よ
る
安
定
的
な
水
の

確
保
に
加
え
、
適
切
な
施
肥
管
理
に
よ

る
土
づ
く
り
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め

に
、
定
期
的
な
土
壌
診
断
の
実
施
と
管

理
に
努
め
、
作
物
の
特
性
や
地
域
の
土

壌
条
件
に
合
っ
た
施
肥
が
必
要
で
す
。

農
家
の
皆
さ
ん
の
負
担
も
必
要
で
す

　

畑
地
か
ん
が
い
を
利
用
す
る
に
は
、 

直
接
の
管
理
者
で
あ
る
都
城
盆
地
土
地

改
良
区
に
水
使
用
料
な
ど
を
納
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
お
金
は
、
畑
地

か
ん
が
い
施
設
の
維
持
管
理
な
ど
に
使

わ
れ
ま
す
。

木
ノ
川
内
ダ
ム
を
見
学
で
き
ま
す

　

都
城
盆
地
の
畑

地
か
ん
が
い
事
業

を
支
え
る
木
之
川

内
ダ
ム
や
、
関
連

施
設
の
見
学
が
で

き
ま
す
。
希
望
す

る
人
は
、
都
城
盆

地
土
地
改
良
区（
☎
36
ー
６
７
１
０
）

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 　畑地かんがい農業には、平
成４年から取り組んでいます。
現在は、菊やピーマン、ブロッ

コリーなどを栽培しています。畑地かんがい
用水を使うことで、収穫量は増えることはも
ちろん作物の選択肢も増えます。また、水の
確保により計画的な農業が可能であることか
ら、後継者に就農を勧める材料になるものと
考えています。

廣畑　勝美さん（野々美谷町）
私も役立てています！
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自然・田園区域
（市街地区域以外の地域）

市街地区域
（旧都城市の用途地域）

建築物の
建築など

高さ10ｍ以上または
延べ床面積 500㎡以上

高さ12ｍ以上または
延べ床面積 1,000㎡以上

工作物の
建設など

高さ6ｍ以上（建築物と一体となって
設置する場合は高さ12ｍ以上）

開発行為 開発区域面積 1,000㎡以上

屋外にお
ける物件
の堆積

堆積を行う区域の敷地面積 500㎡以上
かつ堆積高さが 1.5ｍを超えるもの
かつ堆積期間が6カ月を超えるもの

建

築

物

◆ 

高
さ
や
形
態
・
意
匠
、
素
材
、
色
彩
は
、
周
辺
の
自
然
環
境
や
ま
ち
並
み
と

調
和
す
る
よ
う
配
慮
す
る
。
ま
た
、
自
然
・
田
園
区
域
で
は
、
背
景
と
な
る

山
並
み
の
稜
線
を
分
断
し
な
い
高
さ
と
す
る

◆ 

市
街
地
区
域
以
外
で
は
、色
彩
は
※
マ
ン
セ
ル
値
で
色
相
Ｒ
（
赤
）、Ｙ
Ｒ
（
黄

赤
）、
Ｙ
（
黄
）
は
彩
度
６
以
下
、
そ
の
他
の
色
相
は
４
以
下
と
す
る

◆ 

公
共
の
場
か
ら
見
え
る
場
所
は
緑
化
に
努
め
る
。
ま
た
、
市
街
地
区
域
で
は
、

透
水
性
が
保
た
れ
る
よ
う
舗
装
を
最
小
限
に
と
ど
め
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

は
、
緑
化
に
努
め
る

◆ 

室
外
機
や
高
架
水
槽
な
ど
の
設
備
、
配
管
、
ダ
ク
ト
な
ど
は
、
公
共
の
場
か

ら
見
え
な
い
位
置
に
設
置
す
る

◆ 

駐
車
場
や
駐
輪
場
、
ご
み
集
積
所
な
ど
は
、
公
共
の
場
か
ら
で
き
る
限
り
見

え
な
い
よ
う
に
設
置
す
る

◆ 

公
共
の
場
に
接
す
る
場
所
の
塀
や
柵
な
ど
は
、
植
栽
、
透
過
性
の
高
い
も
の
、

自
然
素
材
の
も
の
な
ど
を
用
い
る

工

作

物

◆ 

柵
、
塀
な
ど
は
緑
化
し
、
構
造
物
の
目
に
見
え
る
部
分
を
少
な
く
す
る

◆
そ
の
他
の
工
作
物
に
つ
い
て
は
、
建
築
物
の
基
準
に
準
拠
す
る

開
発
行
為

◆
大
き
な
造
成
は
避
け
、
な
る
べ
く
、
地
形
を
生
か
し
た
造
成
と
す
る

◆ 

木
々
の
伐
採
は
な
る
べ
く
抑
え
、
所
々
に
現
在
の
緑
を
残
す
。
造
成
後
は
、

緑
化
を
行
う

屋
外
に
お

け

る

物

件
の
堆
積

◆ 

堆
積
場
所
は
、
多
く
の
人
が
見
る
こ
と
が
で
き
る
所
か
ら
離
す
と
と
も
に
、

植
樹
や
緑
化
さ
れ
た
塀
に
よ
り
見
え
に
く
い
よ
う
に
遮し

ゃ
へ
い蔽

す
る

◆ 

堆
積
に
つ
い
て
は
、
整
然
と
行
い
、
ま
た
、
高
く
な
ら
な
い
よ
う
堆
積
物
を

分
散
さ
せ
る

駐

車

場

の

設

置

◆
出
入
口
を
除
く
接
道
部
分
は
植
樹
帯
を
設
置
し
、
敷
地
内
は
緑
化
を
行
う

景
観
法
に
基
づ
く
景
観
計
画
の
策
定

と
関
連
条
例
の
改
正
に
伴
い
、
４
月
１

日
か
ら
、
景
観
条
例
に
基
づ
く
届
け
出

の
内
容
や
規
模
、
景
観
形
成
基
準
が
変

わ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

　

都
市
計
画
課　

☎
23
ー
２
７
６
２

届
け
出
の
対
象
と
な
る
規
模

　

景
観
へ
の
影
響
を
考
慮
し
て
、
次
に

該
当
す
る
規
模
の
場
合
は
、
届
け
出
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

届
け
出
の
流
れ

①
届
け
出

景
観
法
の
定
め
で
、
行
為
着
手
の

30
日
前
ま
で
に
届
け
出
が
必
要

②
適
合
通
知
の
送
付

届
出
内
容
が
基
準
を
満
た
し
て
い

れ
ば
、
適
合
通
知
が
送
付
さ
れ
る

③
行
為
着
手
と
完
了
通
知
の
提
出

適
合
通
知
の
受
領
後
に
行
為
に
着

手
し
、
完
了
後
に
完
了
届
を
提
出

※
建
築
確
認
申
請
や
そ
の
他
法
律
に
伴

　

う
手
続
き
は
、
別
途
必
要
で
す

景
観
形
成
基
準
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

景
観
形
成
基
準
で
は
、
周
辺
の
景
観

と
の
調
和
、
建
築
設
備
な
ど
の
配
置
に

関
す
る
配
慮
、
敷
地
内
の
緑
化
な
ど
に

つ
い
て
、
次
の
通
り
定
め
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
市
街
地
区
域
以
外
の
建
築
物

※
マ
ン
セ
ル
値
と
は

　

 

色
の
３
つ
の
属
性
で
あ
る
色
相
（
色
合
い
）、
明
度
（
色
の
明
る
さ
）、
彩
度
（
色

の
鮮
や
か
さ
）
を
記
号
や
数
字
で
表
示
し
、
色
彩
を
表
し
た
も
の

に
つ
い
て
は
、
色
彩
の
制
限
を
行
い
ま

す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
詳
し
い
内
容
や
提
出
書
類
に

つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
す
る
か
、
都
市
計
画
課
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
景
観
形
成
基
準

届け出の対象となる規模

届出対象のイメージ

※開発行為
    ※屋外における
 物件の堆積

建築物の建築など
工作物の建設など

※「開発行為」と「屋外における物件の堆積」は新たに
　届け出が必要となりました

※物件とは、土石や資材、廃棄物、再生資源など

に
関
す
る
届
け
出

が
変
わ
り
ま
す

景
観
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今
春
も
、
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
１
の
Ｆ
Ｃ
東
京
を
は
じ
め
、
Ｊ
２
の
栃
木
Ｓ
Ｃ
や
シ

オ
ノ
ギ
製
薬
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
、
全
国
各
地
の
大
学
ス
ポ
ー
ツ
部
が
都

城
で
キ
ャ
ン
プ
・
合
宿
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
会
場
へ
足
を
運
び
華
麗

な
プ
レ
ー
を
間
近
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎
問
い
合
わ
せ　

商
業
観
光
課　

☎
23
ー
２
６
１
５

栃
木
Ｓ
Ｃ

　

１
９
５
３
年
に
栃
木
教
員
サ
ッ
カ
ー

ク
ラ
ブ
と
し
て
発
足
。
２
０
０
８
年
に

Ｊ
リ
ー
グ
に
加
盟
し
て
２
０
０
９
年

か
ら
Ｊ
２
に
参
戦
。
今
季
は
リ
ー
グ

９
位
で
終
え
る
。
都
城
キ
ャ
ン
プ
は

２
０
１
３
年
に
続
き
３
回
目
。

●
キ
ャ
ン
プ
期
間

　

２
月
１
日
㈯
〜
８
日
㈯

●
練
習
会
場

　

高
城
運
動
公
園
多
目
的
広
場

●
練
習
試
合

　

◆
２
月
７
日
㈮　

13
時
〜

　
　

対　

カ
タ
ー
レ
富
山

　
　

高
城
運
動
公
園

　

◆
２
月
３
日
㈪　

14
時
30
分
〜

　
　

対　

ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸

　
　

か
ご
し
ま
健
康
の
森
公
園

　

◆
２
月
８
日
㈯　

13
時
〜

　
　

対　

愛
媛
Ｆ
Ｃ

　
　

北
薩
広
域
公
園
（
さ
つ
ま
町
）

　
　

※
日
時
に
つ
い
て
は
変
更
の
場
合

　
　
　

あ
り

Ｆ
Ｃ
東
京

　

１
９
３
５
年
創
立
の
東
京
ガ
ス
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が
前
身
。
１
９
９
９

年
に
Ｊ
リ
ー
グ
（
Ｊ
２
）
に
加
盟
し
、

２
０
０
０
年
に
Ｊ
１
昇
格
。
２
０
１
１

年
は
大
熊
清
監
督
の
下
、
天
皇
杯
全
日

本
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
で
初
優
勝

を
成
し
遂
げ
る
。
都
城
キ
ャ
ン
プ
は

２
０
０
７
年
か
ら
今
年
で
７
回
目
。　

●
キ
ャ
ン
プ
期
間

　

２
月
12
日
㈬
〜
19
日
㈬

●
練
習
会
場

　

高
城
運
動
公
園
多
目
的
広
場

●
サ
ッ
カ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

２
月
15
日
㈯　

10
時
〜
11
時
30
分

●
練
習
試
合

　

◆
２
月
14
日
㈮　

14
時
〜

　
　

対　

大
学
選
抜

　

◆
２
月
17
日
㈪　

11
時
〜

　
　

対　

ロ
ア
ッ
ソ
熊
本

　

◆
２
月
17
日
㈪　

13
時
〜

　
　

対　

フ
ァ
ジ
ア
ー
ノ
岡
山　

シ
オ
ノ
ギ
製
薬

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

　

１
９
４
９
年
創
部
。
日
本
リ
ー
グ

は
１
９
６
８
年
の
発
足
時
か
ら
加
盟
。

１
９
７
５
年
リ
ー
グ
優
勝
、
１
９
９
７

年
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
優
勝
。

　

今
季
は
リ
ー
グ
戦
を
11
位
で
終
え
る
。

●
キ
ャ
ン
プ
期
間

　

２
月
21
日
㈮
〜
28
日
㈮

●
練
習
会
場

　

高
城
運
動
公
園
野
球
場

一
流
選
手
の

一
流
選
手
の
華
麗
華
麗
なな
プ
レ
ー

プ
レ
ー
を
間
近

を
間
近
で
！
で
！

スポーツキャンプ
情　報

その他の主な合宿情報
期　間 団体名 競技種目 会場

２月21日㈮～
　　24日㈪ 大阪産業大学 準硬式野球 高崎総合公園野球場

２月22日㈯～
　　28日㈮ 同志社大学 合気道 都城運動公園武道館

２月25日㈫～
３月１日㈯ 京都大学

準硬式野球 高城運動公園野球場２月28日㈮～
３月６日㈭ 龍谷大学

３月４日㈫～
　　10日㈪ 大阪観光大学 硬式野球

高崎総合公園野球場３月10日㈪～
　　16日㈰ 関東学院大学 準硬式野球

３月12日㈬～
　　16日㈰ 佛教大学 軟式野球 都城運動公園野球場

シオノギ製薬女子ソフトボール部

２０１４
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City of Miyakonojo Topics
目
で
感
じ
、心
で
感
じ
る
日
本
文
化

島
津
邸
遊
悠
玉
手
箱

　

古
く
か
ら
伝
わ
る
伝
統
芸
や
昭
和
の

雰
囲
気
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
都
城

島
津
邸
で
12
月
７
日
、
島
津
邸
遊ゆ
う
ゆ
う悠
玉

手
箱
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
親
子
連
れ

な
ど
市
内
外
か
ら
約
３
、０
０
０
人
が

来
場
。
会
場
内
で
は
、
チ
ン
ド
ン
屋
花

ふ
ぶ
き
一
座
の
演
技
や
バ
ナ
ナ
の
た
た

き
売
り
、
紙
芝
居
、
手
も
み
茶
体
験
な

ど
が
行
わ
れ
、
来
場
者
ら
は
、
今
で
は

触
れ
る
機
会
の
少
な
く
な
っ
た
催
し
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
実
行
委
員
長
の

宮
田
若わ
か
な奈
さ
ん
（
志
比
田
町
）
は
「
昔

を
懐
か
し
み
な
が
ら
、
楽
し
ん
で
も
ら

え
た
こ
と
が
う
れ
し
い
」
と
成
功
の
手

応
え
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

お
目
当
て
の
本
を
求
め
て

図
書
館
ま
つ
り「
図
書
ふ
れ
あ
い
広
場
」

　

12
月
８
日
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ

ザ
で
図
書
ふ
れ
あ
い
広
場
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
家
庭
で
読
ま
れ
な
く
な
っ
た

本
や
眠
っ
て
い
る
本
な
ど
を
集
め
て
、

希
望
者
に
無
料
で
提
供
す
る
こ
と
で
本

に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
市
立
図
書

館
が
企
画
。
約
７
０
０
人
の
来
場
者
ら

は
、
集
め
ら
れ
た
児
童
書
や
実
用
書
な

ど
約
１
万
１
、０
０
０
冊
の
中
か
ら
、

目
当
て
の
本
を
手
に
取
っ
て
い
ま
し

た
。
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
田
代
昌

子
さ
ん
（
蔵
原
町
）
は
「
今
回
も
、
多

く
の
皆
さ
ん
に
本
を
提
供
で
き
て
う
れ

し
い
。
良
い
本
に
出
会
う
機
会
に
し
て

ほ
し
い
で
す
ね
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

健
脚
競
い
健
康
祈
る

新
春
初
詣
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

新
春
初
詣
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
１

月
２
日
、
山
之
口
町
安
楽
寺
周
辺
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
お
こ
し
と
交
流

を
目
的
に
、
地
元
の
下
富
吉
地
区
が
企

画
。
２
歳
か
ら
81
歳
ま
で
の
約
４
５
０

人
の
参
加
者
ら
は
、
ス
タ
ー
ト
の
号
砲

と
と
も
に
安
楽
寺
を
出
発
し
、
ま
ず
は

的ま
と
の
し
ょ
う
は
ち
ま
ん
ぐ
う

野
正
八
幡
宮
で
今
年
１
年
の
健
康
を

祈
願
。
そ
の
後
、
熊
野
神
社
ま
で
の
行

程
で
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。
実
行
委
員

の
中
西
六む

つ

こ子
さ
ん
（
山
之
口
町
富
吉
）

は
「
企
画
か
ら
運
営
ま
で
、
全
て
地
元

の
人
た
ち
手
作
り
の
大
会
。
事
故
に
注

意
し
て
完
走
し
て
ほ
し
い
」
と
参
加
者

の
安
全
を
気
遣
っ
て
い
ま
し
た
。

新
年
に
向
け
て
気
持
ち
新
た
に

シ
ラ
ス
ま
き

　

都
城
盆
地
に
伝
わ
る
年
越
し
の
風
習

シ
ラ
ス
ま
き
が
12
月
29
日
、
今
町
の

愛あ
た
ご宕
神
社
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
シ
ラ
ス

は
乾
燥
す
る
と
真
っ
白
に
な
る
こ
と
か

ら
、
雪
や
塩
に
見
立
て
て
庭
を
清
め
、

１
年
の
無
病
息
災
に
感
謝
し
て
新
年
を

迎
え
る
と
い
う
も
の
。
こ
の
日
は
、
12

人
の
氏
子
が
、
ス
コ
ッ
プ
な
ど
で
約
２

㌧
の
シ
ラ
ス
を
ま
き
、
新
年
を
迎
え
る

準
備
を
整
え
ま
し
た
。
下
今
町
公
民
館

長
の
堂
園
薩さ
つ
お男
さ
ん
は
「
シ
ラ
ス
ま
き

を
や
っ
て
新
年
を
迎
え
る
準
備
が
で
き

た
。
地
元
に
永
く
続
く
行
事
な
の
で
大

切
に
し
て
い
き
た
い
。
先
々
も
続
い
て

ほ
し
い
」
と
願
っ
て
い
ま
し
た
。
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豊
作
祈
願
に一役
買
っ
た
子
ど
も
た
ち

平
田
地
区「
モ
グ
ラ
打
ち（
モ
グ
ラ
ウ
ッ
）」

　

五
穀
豊ほ

う
じ
ょ
う穣
と
家
内
安
全
を
祈
願
す
る

新
年
の
伝
統
行
事
「
モ
グ
ラ
ウ
ッ
」
が

１
月
４
日
、
乙
房
町
の
平
田
地
区
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
地
域
お
こ
し
を
目
的
に

再
興
さ
れ
た
同
地
区
の
モ
グ
ラ
ウ
ッ
。

参
加
し
た
小
学
生
ら
35
人
は
、
稲
わ
ら

で
作
っ
た
打
ち
具
を
手
に
地
区
内
の
約

２
０
０
戸
を
訪
問
し
ま
し
た
。
子
ど
も

ら
は
、
庭
先
で
モ
グ 

ラ
ウ
ッ
の
歌
を
歌

い
な
が
ら
、
地
面
を
叩
い
て
モ
グ
ラ
を

追
い
払
い
、
ご
褒ほ

う

び美
に
お
菓
子
な
ど
を

も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
平
田
自
治
公
民

館
長
の
徳
留
次
男
さ
ん
は
「
地
域
の
皆

さ
ん
が
心
待
ち
に
し
て
い
る
新
春
の
楽

し
い
行
事
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

炎
に
向
か
い
祈
る
地
域
の
安
全

オ
ネ
ッコ（
ど
ん
ど
焼
き
）

　

し
め
縄
や
正
月
飾
り
な
ど
を
燃
や
し

て
、
無
病
息
災
や
安
全
を
祈
る
オ
ネ
ッ

コ
が
市
内
各
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。「
パ

ー
ン
、
パ
ー
ン
」
と
竹
の
は
じ
け
る
音

で
、
鬼
を
追
い
払
う
と
い
う
意
味
も
込

め
ら
れ
た
行
事
。
山
之
口
町
内
で
は
、

ど
ん
ど
焼
き
と
も
呼
ば
れ
、
１
月
11
日

に
川
内
地
区
で
行
わ
れ
た
同
行
事
で

は
、
竹
を
10
段
組
ん
だ
３
メ
ー
ト
ル
四

方
の
や
ぐ
ら
に
点
火
さ
れ
る
と
、
瞬
く

間
に
炎
が
７
㍍
余
り
立
ち
上
り
、
夜
空

を
赤
く
焦
が
し
て
い
ま
し
た
。
房ぼ

う
の野
五

男
さ
ん
（
山
之
口
町
花
木
）
は
「
家
族

の
健
康
と
地
域
の
安
全
を
祈
り
ま
す
」

と
願
い
を
込
め
て
い
ま
し
た
。

笑
い
と
運
動
で
元
気
は
つ
ら
つ

認
知
症
講
演
会・都
城
市
健
康
づ
く
り
大
会

　

認
知
症
講
演
会
と
健
康
づ
く
り
大
会

が
１
月
11
日
、
総
合
文
化
ホ
ー
ル
で
開

か
れ
ま
し
た
。
認
知
症
や
健
康
づ
く
り

会
の
関
係
者
な
ど
約
１
、１
０
０
人
が

来
場
。
小
松
原
地
区
健
康
づ
く
り
会
の

活
動
発
表
や
志
和
池
地
区
同
会
に
よ
る

健
康
体
操
が
披
露
さ
れ
、
来
場
者
も
一

緒
に
身
振
り
、
手
振
り
で
踊
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
関
東
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
医
師
松
本
光
正
さ
ん
が
「
笑
っ
て
楽

し
い
認
知
症
の
予
防
」
と
題
し
て
講
演

し
、
前
向
き
な
考
え
方
、
頭
を
使
う

こ
と
の
大
切
さ
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
軽
妙
な
し
ゃ
べ
り

に
場
内
は
笑
い
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

威
勢
の
い
い
掛
け
声
に
景
気
回
復
願
う

公
設
市
場
取
引
業
務
始
め
式（
初
競
り
）

　

野
菜
や
水
産
物
な
ど
を
取
り
扱
う
公

設
地
方
卸
売
市
場
で
１
月
５
日
、
取
引

業
務
始
め
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
場

取
引
の
活
性
化
と
１
年
の
安
全
を
祈
願

す
る
三
本
締
め
に
続
き
、
池
田
市
長
の

「
は
い
、
な
ん
ぼ
っ
」
の
掛
け
声
で
初

競
り
が
ス
タ
ー
ト
。
競
り
人
や
仲
買
人

の
威
勢
の
い
い
掛
け
声
が
場
内
に
響
く

中
、
野
菜
や
鮮
魚
な
ど
が
次
々
と
高
値

で
競
り
落
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
年

の
景
気
を
占
う
初
競
り
価
格
は
、
長
崎

県
産
の
タ
イ
に
３
万
円
、
都
城
市
産
の

イ
チ
ゴ
１
箱
に
１
万
円
、
宮
崎
市
産
の

鹿か

こ子
ユ
リ
10
本
に
１
万
円
の
価
格
が
付

き
景
気
回
復
の
兆
し
が
見
え
ま
し
た
。
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Smiling  Faces  of  Miyakonojo

自
治
公
民
館
な
ど
の
団
体
の
代
表

者
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り
地

域
の
共
同
活
動
を
取
り
組
み
、
良
好
な

地
域
社
会
の
維
持
や
形
成
に
顕
著
な
功

績
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
人
に
対
し

て
贈
ら
れ
る
「
自
治
会
等
地
縁
に
よ
る

団
体
功
労
者
総
務
大
臣
表
彰
」。
今
回
、

40
年
以
上
自
治
公
民
館
活
動
に
携
わ
っ

て
き
た
、
池
脇
兼
雄
さ
ん
（
八
幡
町
・

89
歳
）
に
同
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

池
脇
さ
ん
は
、
市
役
所
在
職
中
か
ら

八
幡
自
治
公
民
館
副
館
長
を
務
め
、
退

職
後
の
昭
和
60
年
か
ら
現
在
ま
で
、
同

自
治
公
民
館
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
姫
城
地
区
自
治
公
民
館
連
絡
協
議

会
会
長
や
都
城
市
自
治
公
民
館
連
絡
協

議
会
会
長
を
務
め
る
な
ど
、
長
年
に
わ

た
り
公
民
館
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、「
八
幡
自
治

公
民
館
の
企
画
で
、
皆
さ
ん
に
喜
ん
で

も
ら
え
た
も
の
は
、
他
の
自
治
公
民
館

に
も
伝
え
て
地
域
全
体
に
広
め
る
の
が

大
事
」
と
、
一
つ
の
自
治
公
民
館
の
枠

を
超
え
た
横
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を

話
し
ま
す
。

　

ほ
と
ん
ど
の
公
民
館
で
は
、
パ
ソ
コ

ン
で
作
る
公
民
館
だ
よ
り
を
、
今
も
手

書
き
で
作
る
池
脇
さ
ん
。「
真
面
目
な

文
章
で
は
、
読
ん
で
も
記
憶
に
残
ら
な

い
。
方
言
を
交
え
て
詐
欺
や
交
通
安
全

の
啓
発
に
も
努
め
て
い
ま
す
」
と
、
伝

わ
り
や
す
い
公
民
館
だ
よ
り
作
り
を
心

掛
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
方
言
を
使
う

の
は
、「
方
言
は
文
化
。
大
事
に
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
、
郷
土
の
文
化

に
対
す
る
思
い
も
語
り
ま
す
。

　

３
年
前
に
奥
さ
ん
が
足
の
手
術
を
し

た
こ
と
で
、
身
の
回
り
の
こ
と
や
家
事

な
ど
「
主
夫
業
」
も
こ
な
す
よ
う
に
な

り
、
主
婦
の
大
変
さ
を
知
っ
た
池
脇
さ

ん
。「
公
民
館
活
動
で
外
出
す
る
こ
と

が
多
く
て
も
、
何
も
言
わ
な
か
っ
た
妻

に
改
め
て
感
謝
し
て
い
る
」
と
、
家
族

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

　

今
年
90
歳
を
迎
え
、「
元
気
な
う
ち

は
、
皆
さ
ん
の
た
め
に
頑
張
り
た
い
。

地
域
の
人
た
ち
が
元
気
に
な
れ
ば
、
自

然
と
ま
ち
も
元
気
に
な
る
。
活
気
あ
る

都
城
に
な
る
よ
う
に
、
地
域
か
ら
元
気

を
発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
、
ま
ち
づ

く
り
へ
の
意
欲
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

池脇　兼雄 さん

地域から元気を発信 !!
自治会等地縁による団体功労者
総務大臣表彰を受けた
八幡自治公民館長
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毎月19日は、「食育の日」
 ～家族そろって食事を楽しみましょう～

●材料（４人分）
　米…２カップ　　千切り大根…20g　　ニンジン…20g
　ちりめんじゃこ…20g　　春菊…20g　　薄揚げ…1.5 枚
　昆布…小２枚　　うすくち醤油…小さじ1/3　
　Ａ　うすくち醤油…大さじ２　酒…大さじ 1.5　
　　　みりん…小さじ１

●下準備
　千切り大根…洗って水気を切り、小さく刻んで醤油をかける
　ニンジン…千切りにする
　春菊…さっと湯がいて細かく刻む
　ちりめんじゃこ…熱湯をかけてザルにあげる
　昆布…お湯で戻して千切りにする
　薄揚げ…さっと湯通しして、千切りにする

●作り方
　①Ａと昆布のつけ汁、水を合わせて米の２割増しの水加減に
　　して、千切り大根と昆布、ニンジン、ちりめんじゃこと薄
　　揚げを入れて炊く
　②炊きあがったご飯に、春菊を混ぜる

歯応え抜群！ 千切り大根ご飯

◎問い合わせ　健康課　☎ 23 ｰ 2765

千切り大根は、日の当らない風
通しの良い場所で保存します。
また、長期間使わないときは、
冷凍して保存もできます。

春菊の代わりに、青ジソや梅干しなどを刻ん
で入れても、違った風味を楽しめます。

※ 1人分 387kcal、塩分 1.9g

千切り大根は、カルシウムやカ
リウム、鉄分、食物繊維など

を多く含みます。酢の物や煮付け、
油炒めなど幅広い料理に利用でき
る万能な食材です。

※
環
霧
島
圏
域
の

　

イ
ベ
ン
ト
情
報

　

を
、
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
で
紹
介

　

し
て
い
ま
す

■
え
び
の
駅

　

え
び
の
駅
は
、
え
び
の
市
大
字
栗く
り
し
た下

に
あ
る
九
州
旅
客
鉄
道
（
Ｊ
Ｒ
九
州
）

吉
都
線
の
駅
で
、大
正
元
年
10
月
１
日
、

加
久
藤
駅
と
し
て
開
業
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
道
路
の
整
備
や
自
動
車
な
ど
の

普
及
が
進
む
に
つ
れ
て
利
用
客
が
減

少
。
昭
和
61
年
11
月
１
日
に
無
人
駅
と

な
り
ま
し
た
。

　

え
び
の
市
に
市
の
名
前
を
用
い
た
駅

が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
市
名
と
駅
名

の
一
体
化
に
よ
り
、
利
用
者
に
も
っ
と

親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
平
成
２
年
11
月

１
日
、
市
内
の
４
駅
（
飯
野
・
上
江
・

加
久
藤
・
京

町
）
の
駅
名

を
改
称
。
こ

れ
に
伴
い
、

加
久
藤
駅
は

え
び
の
駅
と

な
り
ま
し
た
。

■
駅
舎

　

建
物
の
構

造
は
、
瓦
ぶ

き
の
切
妻
屋

根
木
造
平
屋

造
り
で
、
窓

は
木
枠
、
壁

は
板
張
り
で

は
な
く
土
壁

で
で
き
て
い
ま
す
。
広
々
と
し
た
待
合

室
に
は
、
切
符
売
り
場
や
荷
物
取
扱
所

の
窓
口
と
木
製
カ
ウ
ン
タ
ー
を
併
設
。

改
札
口
も
木
製
で
高
い
天
井
と
と
も
に

大
正
時
代
の
雰
囲
気
が
今
も
残
り
ま
す
。

　

駅
舎
の
半
分
は
、
駅
員
事
務
所
・
休

憩
室
・
倉
庫
に
当
て
ら
れ
て
い
て
、
無

人
駅
と
な
っ
た
今
で
も
、
駅
員
が
い
た

当
時
の
ま
ま
の
姿
を
留
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
吉
都
線
に
は
17
の
駅
が
あ
り

ま
す
が
、
え
び
の
駅
と
同
時
期
に
建
設

さ
れ
た
駅
舎
の
ほ
と
ん
ど
が
改
装
さ
れ

た
た
め
、
当
時
の
面
影
を
残
し
て
い
る

も
の
は
、
木
造
の
え
び
の
駅
の
み
に
な

り
ま
し
た
。

　

次
の
停
車
駅
は
、
小
林
市
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

　

え
び
の
市
総
務
課

　

☎
０
９
８
４

－

35

－

１
１
１
１

今
回
は
、
え
び
の
市
の
玄
関
口
「
え
び

の
駅
」
を
紹
介
し
ま
す
。
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地
域
審
議
会
委
員

　

各
総
合
支
所
管
内
の
地
域
づ
く
り
に
関

し
て
、
意
見
や
助
言
を
行
う
地
域
審
議
会

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象　

各
総
合
支
所
管
内
に
住
所
を
有

す
る
20
歳
以
上
の
人

●
委
嘱
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成
28
年
３
月
31
日

●
定
員　

総
合
支
所
ご
と
に
２
人

※ 

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
選
考
の
上
、

決
定
し
ま
す

　

各
総
合
支
所
で
配
布
す
る
応
募
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
３
月
７
日

㈮
ま
で
に
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

（
山
之
口
）　

☎
57

－

３
１
１
１

（
高
城
）　

☎
58

－

２
３
１
１

（
山
田
）　

☎
64

－

１
１
１
１

（
高
崎
）　

☎
62

－

１
１
１
１

非
常
勤
嘱
託
職
員

【
駒
発
電
所
維
持
管
理
業
務
】

●
対
象
・
定
員　

第
二
種
ダ
ム
水
路
主
任

技
術
者
免
状
お
よ
び
第
三
種
電
気
主
任
技

術
者
の
資
格
を
有
す
る
人 　

１
人

●
賃
金　

月
額
16
万
４
、７
０
０
円
程
度

●
勤
務　

月
〜
金
曜
日
の
８
時
30
分
〜
17
時

●
業
務
内
容　

施
設
の
維
持
管
理
ほ
か

　

２
月
28
日
㈮
ま
で
に
山
田
総
合
支

所
建
設
課　

☎
64

－

１
１
１
１

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
バ
ナ
ー
広
告

●
広
告
の
位
置　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト

ッ
プ
ペ
ー
ジ
右
側

●
募
集
枠
数　

７
枠

●
規
格　

①
サ
イ
ズ
：
縦
55
ピ
ク
セ
ル
×

横
１
７
０
ピ
ク
セ
ル

②
形
式
：
Ｇ
Ｉ
Ｆ
ま
た
は
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ

●
掲
載
料　

１
カ
月
１
万
６
、２
０
０
円

●
期
間　

３
カ
月
単
位
で
、
最
長
12
カ
月

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

バ
ナ
ー
用
デ
ー
タ
と
会
社
概
要
が
分
か
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
添
え
て
、
２
月
28
日
㈮

ま
で
に
秘
書
広
報
課　

☎
23

－

３
１
７
４

新
規
就
農
研
修
希
望
者

　

農
業
を
始
め
る
意
欲
の
あ
る
人
を
対
象

に
、
新
規
就
農
者
の
研
修
を
行
い
ま
す
。

●
対
象　

市
内
農
家
の
子
ど
も
で
新
規
学

卒
者
、
離
職
者
な
ど
で
就
農
を
希
望
す
る

人
、
ま
た
は
県
内
外
の
新
規
参
入
者
（
非

農
家
）
で
、
原
則
と
し
て
公
的
機
関
な
ど

の
基
礎
的
な
研
修
を
受
け
た
人

●
定
員　

２
人

　

５
月
30
日
㈮
ま
で
に
Ｊ
Ａ
都
城
地

域
営
農
振
興
課　

☎
38

－

６
６
９
３

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
出
演
団
体

●
開
催
日　

５
月
〜
平
成
27
年
２
月
ま
で

の
第
１
・
３
木
曜
日

●
時
間　

12
時
20
分
〜
50
分

●
場
所　

市
役
所
西
館
１
階
ロ
ビ
ー

●
出
演
条
件　

①
無
報
酬
で
あ
る
こ
と

②
会
場
設
営
に
協
力
で
き
る
こ
と　

③
市

役
所
の
業
務
に
支
障
を
来
さ
な
い
こ
と

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

　

３
月
14
日
㈮
ま
で
に
文
化
振
興
財

団　

☎
23

－

７
１
４
０

学
校
給
食
用
物
資
の
納
入
業
者

　

都
城
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
用
の
食
材
物

資
を
納
入
す
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
契
約
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成
27
年
３
月
31
日

●
要
件　

市
内
に
営
業
所
ま
た
は
倉
庫
な

ど
を
有
し
（
市
内
で
調
達
困
難
な
物
資
は

除
く
）、
経
営
を
３
年
以
上
継
続
し
て
い

て
、
指
定
日
時
に
納
入
が
で
き
、
緊
急
時

の
対
応
が
可
能
な
事
業
者

　

２
月
10
日
㈪
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
で

配
付
す
る
申
請
書
を
、
２
月
24
日
㈪
ま
で

に
学
校
給
食
課　

☎
23

－

２
６
１
７

さ
く
ら
福
男
・
さ
く
ら
福
女
参
加
者

●
日
時　

３
月
29
日
㈯　

※
小
雨
決
行

　
　
　
　

10
時
10
分
〜
30
分
（
受
付
）

●
場
所　

母
智
丘
公
園
桜
並
木
周
辺

●
内
容　

桜
並
木
入
口
を
ス
タ
ー
ト
と
し
、

約
２
㌔
の
コ
ー
ス
を
走
り
抜
け
、
最
初
に

母
智
丘
神
社
の
鈴
を
鳴
ら
し
た
人
が
今
年

の
さ
く
ら
福
男
・
さ
く
ら
福
女
で
す

●
定
員　

中
学
生
以
上
の
男
女
各
30
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　

３
月
14
日
㈮
ま
で
に
都
城
観
光
協

会　

☎
23

－

２
４
６
０

募　

集

毎月第3日曜日は「家庭の日」です
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霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
ウ
オ
ー
ク
ツ
ア
ー
（
都
城
版
）

●
日
時　

３
月
２
日
㈰　

９
時
〜
12
時

●
集
合
場
所　

滝
の
駅
せ
き
の
お

●
コ
ー
ス　

関
之
尾
滝 

↓ 

関
之
尾
甌お
う
け
つ穴 

↓ 

関
之
尾
緑
の
村 
↓
緑
の
村
活
用
セ
ン

タ
ー
（
講
座
、
紙
芝
居
披
露
）

※
ゴ
ー
ル
後
に
滝
の
駅
せ
き
の
お
で
昼
食

●
定
員　

40
人　

※
申
し
込
み
順

●
参
加
料　

５
０
０
円
（
昼
食
代
込
み
）

　

都
城
観
光
協
会

　
　
　

☎
23

－

２
４
６
０

み
や
こ
ん
じ
ょ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
４

●
日
時　

３
月
９
日
㈰　

10
時
〜
15
時

●
場
所　

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

●
内
容　

俳
優
の
阿あ
と
う
か
い

藤
快
さ
ん
に
よ
る
講

演
や
飲
食
物
販
売
、
親
子
で
体
験
で
き
る

点
字
ア
ー
ト
、
介
護
・
健
康
相
談
ほ
か

　

市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

☎
25

－

７
３
１
８

大
淀
川
環
境
大
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
無
料
）

●
日
時　

２
月
15
日
㈯　

13
時
〜
16
時

●
場
所　

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

●
内
容　

講
演
「
大
淀
川
の
再
生
に
つ
い

て
」
ほ
か

　

都
城
大
淀
川
サ
ミ
ッ
ト　

　
　

☎
23

－

０
３
３
３
（
枩ま
つ
し
た下
）

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

【
コ
ー
ラ
ス
】

●
日
時　

２
月
20
日
㈭　

12
時
20
分
〜

●
場
所　

市
役
所
西
館
１
階
ロ
ビ
ー

●
出
演　

あ
さ
ぎ
り

　

文
化
振
興
財
団　

☎
23

－

７
１
４
０

「
雛
の
宿
」
商
家
の
ひ
な
ま
つ
り

●
日
時　

２
月
22
日
㈯
〜
３
月
23
日
㈰

　
　
　
　

10
時
〜
16
時　

●
場
所　

旧
後
藤
家
商
家
交
流
資
料
館

●
料
金　

高
校
生
以
上
２
０
０
円

　
　
　
　

小
・
中
学
生
１
０
０
円

　

旧
後
藤
家
商
家
交
流
資
料
館

　
　

☎
58

－
６
９
０
０

社
会
教
育
振
興
大
会
（
無
料
）

●
日
時　

３
月
１
日
㈯　

13
時
〜
15
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
内
容　

社
会
教
育
功
績
者
の
表
彰
や
聖

徳
大
学
の
福
留
強つ

よ
し

名
誉
教
授
に
よ
る
講
演

　

生
涯
学
習
課　

☎
23

－

９
５
４
５

講
座 

・ 

教
室

玉
掛
け
技
能
講
習

●
日
程　

２
月
27
日
㈭
〜
３
月
２
日
㈰

●
場
所　

【
学
科
】
都
城
地
区
建
設
業
協
会

【
実
技
】
㈱
ブ
ン
リ
高
木
工
場

●
定
員　

80
人

●
受
講
料　

２
万
５
、０
０
０
円

※
免
除
者
は
２
万
３
、０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
１
、６
０
０
円
）

　

宮
崎
労
働
基
準
協
会
都
城
支
部　

　
　
　

☎
24

－

５
６
０
３

生
涯
学
習
講
座

【
よ
か
・
余
暇
・
楽
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
】

　

５
人
以
上
で
開
催
。

●
学
習
料　

１
回
５
５
０
円
〜
８
０
０
円

（
人
数
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
）

※
教
材
費
・
冷
暖
房
費
は
別
途
必
要

●
教
室
名
・
日
時
・
場
所

和
紙
ち
ぎ
り
絵
教
室

毎
月
第
２
土
曜
日　

13
時
〜
15
時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

実
用
書
道
教
室

毎
月
第
４
土
曜
日　

13
時
〜
15
時

中
央
公
民
館

ハ
ー
ブ
教
室

毎
月
第
３
水
曜
日　

13
時
〜
15
時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
き
ら
り
体
験
教
室
】

　

５
人
以
上
で
開
催
。
参
加
希
望
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
。冷
暖
房
費
は
別
途
必
要
。

●
教
室
名
（
回
数
）・
日
時
・
場
所
・
費
用
・
締
め
切
り

ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
（
全
４
回
）

３
／
３
㈪
〜
24
㈪
の
毎
週
月
曜
日　

13
時
〜
14
時

Ｕ
Ｍ
Ｋ
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
（
北
原
町
）

２
、２
０
０
円　

締
め
切
り
：
２
／
20
㈭

健
康
ス
ト
レ
ッ
チ
（
全
４
回
）

３
／
５
㈬
〜
26
㈬
の
毎
週
水
曜
日　

10
時
〜
11
時

中
央
公
民
館

２
、２
０
０
円　

締
め
切
り
：
２
／
22
㈯

　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城　

　
　
　

☎
23

－

４
０
８
０

催　

し

は申し込み先、問は問い合わせ先の略です
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季
節
陶
芸
教
室

　

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

●
教
室
名
・
日
時
・
費
用

端
午
の
節
句
「
か
ぶ
と
」
の
置
き
物
作
り

３
／
６
㈭
〜
11
㈫　

①
10
時
〜　

②
13
時
30
分
〜　

１
、５
０
０
円

●
場
所　

竹ち
く
ら楽
の
お
サ
ト
「
竹
楽
館
」

　

竹
楽
館　

☎
58

－

６
１
５
０

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
自
主
事
業

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
教
室
名
・
日
時
・
定
員
・
費
用
・
締
め
切
り

我
が
町
の
歴
史
塾
（
無
料
）

２
／
18
㈫
、
３
／
11
㈫　

10
時
〜
11
時
30
分

20
人　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

く
ん
せ
い
作
り

２
／
27
㈭　

10
時
〜
13
時　

20
人

８
０
０
円　

締
め
切
り
：
２
／
22
㈯

※ 

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾
を
持
参
く
だ
さ
い

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
23

－

２
０
０
１

女
性
相
談
員
に
よ
る

女
性
総
合
相
談
（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日　

10
時
〜
16
時

●
専
門
相
談　

女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
女

性
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す

◎
こ
こ
ろ
の
相
談

　

２
月
18
日
㈫　

14
時
〜
16
時

◎
法
律
相
談

　

２
月
25
日
㈫ 　

13
時
〜
16
時

※ 

専
門
相
談
お
よ
び
面
接
相
談
は
事
前
の

予
約
が
必
要
で
す
。
電
話
相
談
は
随
時

受
け
付
け
ま
す

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－
７
１
５
７

都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日　

９
時
〜
16
時

●
弁
護
士
法
律
相
談

　

２
月
21
日
㈮　

13
時
〜
16
時

※
弁
護
士
相
談
は
事
前
の
予
約
が
必
要

●
場
所　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
４

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
一
日
相
談
会

　

高
校
・
短
大
・
大
学
・
各
種
学
校
な
ど

の
教
育
資
金
を
対
象
と
し
た
「
国
の
教
育

ロ
ー
ン
」
に
つ
い
て
の
相
談
会
で
す
。

●
日
時　

２
月
18
日
㈫　

13
時
〜
16
時

●
場
所　

市
役
所
南
別
館
４
階
第
１
会
議
室

●
内
容　

融
資
額
や
利
率
、
返
済
期
間
な

ど
の
相
談

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
宮
崎
支
店　

　
　

☎
０
９
８
５

－

23

－

３
２
７
５

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
（
無
料
）

●
日
時　

２
月
24
日
㈪　

13
時
30
分
〜
16
時

※
事
前
の
予
約
が
必
要

●
場
所　

都
城
保
健
所

　

都
城
保
健
所　

☎
23

－

４
５
０
４

じ
ん
肺
・
ア
ス
ベ
ス
ト
・
振
動
障
が
い
・
騒
音
性
難
聴
な
ど
の

無
料
健
康
相
談
会

●
日
時　

２
月
23
日
㈰　

13
時
30
分
〜

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

建
設
業
や
林
業
な
ど
で
働
い

た
、
ま
た
は
現
在
働
い
て
い
る
人

●
内
容　

じ
ん
肺
・
振
動
障
が
い
・
騒
音

性
難
聴
な
ど
の
無
料
健
康
相
談
ほ
か

　

建
交
労
宮
崎
農
林
支
部

　
　

☎
０
９
８
５

－

82

－

３
９
０
５

届
き
ま
し
た
か
？　

入
学
通
知
書

　

小
中
学
校
の
入
学
通
知
書
が
届
い
て
い

な
い
人
や
、
私
立
学
校
な
ど
へ
入
学
す
る

人
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
入
学
式
の
期
日

　

小
学
校　

４
月
10
日
㈭

　

中
学
校　

４
月
８
日
㈫

※ 
笛
水
小
中
学
校
は
４
月
10
日
㈭
。
入
学

式
の
時
間
な
ど
は
、
各
学
校
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

　

学
校
教
育
課　

☎
23

－

２
１
６
１

　
　

各
総
合
支
所
の
教
育
課

お
知
ら
せ

相　

談

講
座 

・ 

教
室

毎月第3日曜日は「家庭の日」です
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冬
の
み
や
ざ
き
就
職
フ
ェ
ア（
無
料
）

　

県
内
約
１
０
０
社
合
同
の
就
職
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
学
生
の
保
護
者

を
対
象
と
し
た
「
保
護
者
の
た
め
の
就
活

セ
ミ
ナ
ー
」
を
同
時
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

２
月
18
日
㈫　

12
時
〜（
受
付
）

●
場
所　

シ
ー
ガ
イ
ア
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
４
階
サ
ミ
ッ
ト
ホ
ー
ル

●
対
象　

学
校
卒
業
予
定
者
（
中
学
校
卒

業
予
定
者
を
除
く
）、
求
職
活
動
中
の
人
、

来
春
以
降
大
学
卒
業
予
定
者
な
ど

※
履
歴
書
は
不
要

　

宮
崎
労
働
局
職
業
安
定
課

　
　

☎
０
９
８
５

－

38

－

８
８
２
３

認
知
症
家
族
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム（
無
料
）

　

認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族
を

対
象
に
、
必
要
な
知
識
な
ど
を
学
ぶ
家
族

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

２
月
15
日
㈯　

13
時
〜

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

介
護
保
険
課　

☎
23

－

３
１
８
４

特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）

設
立
の
認
証
申
請
に
関
す
る
縦
覧

　

申
請
書
に
添
付
さ
れ
た
定
款
・
役
員
名

簿
・
設
立
趣
旨
書
な
ど
が
縦
覧
で
き
ま
す
。

●
団
体
名
・
縦
覧
期
間

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

都
城
大
淀
川
サ
ミ
ッ
ト

２
／
19
㈬
ま
で
の
８
時
30
分
〜
17
時

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

婚
活
支
援　

良
縁
ど
っ
と
混
む

２
／
26
㈬
ま
で
の
８
時
30
分
〜
17
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く　

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

　
　

☎
23

－

２
４
３
１

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
人
に
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
20
歳
の
誕
生
日
前
に
日
本
年

金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
国
民
年
金
資
格

取
得
届
書
で
、
必
ず
加
入
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
年
金
機
構
か
ら
交
付
さ
れ
る

基
礎
年
金
番
号
を
記
載
し
た
年
金
手
帳

は
、
年
金
手
続
き
に
必
要
で
す
の
で
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
は
老
後
だ
け
で
な
く
、
万
一

の
時
に
遺
族
基
礎
年
金
や
障
害
基
礎
年
金

な
ど
の
給
付
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
学
生
や

収
入
が
少
な
く
国
民
年
金
保
険
料
が
納
付

困
難
な
人
は
、
猶
予
や
免
除
な
ど
が
受
け

ら
れ
る
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
加
入
手

続
き
と
併
せ
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
窓
口　

保
険
年
金
課
、
各
総
合
支
所
市

民
生
活
課
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
、
都

城
年
金
事
務
所

　

保
険
年
金
課　

☎
23

－

２
６
２
９

任
意
の
風
し
ん
予
防
接
種

助
成
期
間
は
３
月
31
日
ま
で

　

市
で
は
、
任
意
の
風
し
ん
予
防
接
種
費

用
の
一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
対
象
者　

市
民
で
、
現
在
妊
娠
し
て
い

る
女
性
の
夫
、
妊
娠
を
予
定
・
希
望
し
て

い
る
女
性
と
そ
の
夫
（
未
婚
の
パ
ー
ト
ナ

ー
を
含
む
）

●
助
成
額　

４
、０
０
０
円　

　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

子育て支援センター行事予定
◆都城市子育て支援センター ☎ 22-1659

２/17 ㈪
13 時 30 分～

あかちゃんパーク・集いの日
「わらべ歌・絵本のよみきかせ・誕
生会など」
対象：０・１歳の親子・妊婦
場所：総合社会福祉センター

２/24 ㈪
10 時～ 親子ヨガ　※要申し込み
３/５㈬
10 時～

親子のつどい「歌・劇・お別れ会
など」※要申し込み

３/10 ㈪
10 時～

いちごクラブ ｢フォトフレーム作り｣
対象：２歳以上の親子

◆山之口子育て支援センター ☎ 57-3298
２/24 ㈪
10 時～

なかよし広場「すくすく教室」
保健師さんによる身体測定
対象：1歳児以上

２/25 ㈫
10 時～

出前保育 ｢ぽっかぽか｣
場所：山之口麓地区体育館

２/28 ㈮
10 時 30 分～

高齢者施設慰問「ひばり苑」
おじいちゃん、おばあちゃんと遊ぼう

３/４㈫
10 時 30 分～

公園で遊ぼう
場所：山之口地区運動公園

◆山田子育て支援センター ☎ 64-3171

２/23 ㈰
11 時 30 分～

子どもフェスティバル
「赤ちゃんハイハイ・ヨチヨチ競争」 
場所：けねじゅ苑　※要申し込み
対象：おおむね０歳～２歳　

３/13 ㈭
10 時～

にこにこ教室
「フォトフレーム作り」

◆各子育て支援センター合同行事
３/12 ㈬
10 時～

春の合同遠足
場所：陸上競技場（雨天時：都城
市体育館）　※要申し込み

は申し込み先、問は問い合わせ先の略です
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３
月
末
日
ま
で
に
手
続
き
く
だ
さ
い

車
の
変
更
届
・
廃
車
届

　

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
時
点
の
軽

自
動
車
の
所
有
者
ま
た
は
使
用
者
に
課
税

さ
れ
ま
す
。
年
度
途
中
の
廃
車
な
ど
に
よ

る
割
り
戻
し
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
す

で
に
処
分
し
た
車
両
の
廃
車
手
続
き
を
せ

ず
に
い
る
と
、
い
つ
ま
で
も
課
税
さ
れ
ま

す
。車
の
売
買
や
譲
渡
に
よ
り
所
有
者（
使

用
者
）
の
変
更
し
た
と
き
や
処
分
を
し
た

と
き
、
ま
た
は
転
入
転
出
し
た
と
き
な
ど

に
は
、
速
や
か
に
登
録
内
容
の
変
更
・
廃

車
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
登
録
・
抹
消
の
受
付
窓
口

◎
普
通
自
動
車
お
よ
び

　

２
５
０
㏄
を
超
え
る
バ
イ
ク

　

宮
崎
運
輸
支
局

　

☎
０
５
０

－

５
５
４
０

－

２
０
８
８

◎
軽
四
輪
自
動
車

　

軽
自
動
車
検
査
協
会
宮
崎
事
務
所

　

☎
０
９
８
５

－
51

－
３
０
５
０

◎
１
２
５
〜
２
５
０
㏄
以
下
の
バ
イ
ク

全
国
軽
自
動
車
協
会
連
合
会
宮
崎
事
務
所

　

☎
０
９
８
５

－

51

－

３
０
７
０

◎
小
型
特
殊
・
農
耕
用
車
両
お
よ
び

　

１
２
５
㏄
以
下
の
バ
イ
ク

　

市
民
税
課　

☎
23

－

２
１
２
３

　

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

都
市
計
画（
案
）の
縦
覧

　

都
城
広
域
都
市
計
画
道
路
・
高
崎
都
市

計
画
道
路
の
変
更
案
お
よ
び
一
部
廃
止
案

に
つ
い
て
縦
覧
し
ま
す
。

●
計
画
変
更
・
一
部
廃
止
路
線

都
城
広
域
都
市
計
画
道
路

【
変
更
案
】
大
王
通
線
、
甲
斐
元
通
線
、
都
城

関
之
尾
通
線

【
一
部
廃
止
案
】
神
田
諏
訪
原
通
線
、
長
岡
神

田
通
線

高
崎
都
市
計
画
道
路

【
変
更
案
】
本
町
通
線
、
下
町
通
線
、
新
町
通

線　
【
一
部
廃
止
案
】
鎌
田
前
通
線

●
期
間　

２
月
10
日
㈪
〜
24
日
㈪

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

●
時
間　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

●
そ
の
他　

縦
覧
期
間
中
に
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

●
縦
覧
場
所　

都
市
計
画
課

　

都
市
計
画
課　

☎
23

－

２
７
６
２

成
年
後
見
制
度
お
よ
び
高
齢
者
虐

待
に
関
す
る
研
修
会
（
無
料
）

　

認
知
症
や
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い

の
あ
る
人
な
ど
、
判
断
能
力
が
不
十
分
な

人
の
財
産
や
生
活
を
守
る
成
年
後
見
制
度

や
、
高
齢
者
虐
待
に
関
す
る
研
修
会
を
開

催
し
ま
す
。
介
護
や
看
護
に
従
事
し
て
い

る
人
、
判
断
能
力
の
あ
る
う
ち
に
将
来
に

備
え
た
い
人
な
ど
、
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

●
日
時　

２
月
26
日
㈬　

13
時
30
分
〜
16
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

　

介
護
保
険
課　

☎
23

－

３
１
８
４

公
用
車
の
売
却
（
入
札
）

　

希
望
者
は
印
鑑
や
身
分
証
明
書
な
ど
を

持
参
の
上
、
入
札
に
参
加
く
だ
さ
い
。

※
代
理
の
場
合
は
委
任
状
を
持
参

●
日
時　

２
月
26
日
㈬　

14
時

●
場
所　

市
役
所
東
館
６
階
入
札
室

●
車
種　

い
す
　ゞ

脱
着
装
置
付
き
コ
ン

テ
ナ
専
用
車
（
平
成
11
年
式
、
車
検
平
成

26
年
３
月
）

●
そ
の
他　

下
見
希
望
者
は
環
境
施
設
課

（
☎
23

－

３
３
１
９
）
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

車
両
の
情
報
や
入
札
方
法
な
ど
に
つ
い
て

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い

　

契
約
課　

☎
23

－

２
６
６
９

市
有
地
の
公
売

●
公
売
予
定
地
・
地
目
・
面
積
・
予
定
価
格

南
鷹
尾
町
２
０
９
９
番
１
２
４　

外
２
筆

宅
地
（
９
８
６
・
79
平
方
㍍
）　

１
、４
２
０
万
円

●
申
込
期
限　

２
月
28
日
㈮　

17
時

●
入
札
日
時　

３
月
20
日
㈭　

10
時
〜

●
入
札
場
所　

市
役
所
東
館
６
階
入
札
室

●
入
札
に
必
要
な
も
の　

印
鑑
（
ス
タ
ン

プ
式
は
除
く
）、
入
札
保
証
金

※
代
理
人
は
委
任
状
持
参

●
入
札
参
加
資
格　

市
税
お
よ
び
消
費
税

の
滞
納
が
な
い
人

※ 
購
入
者
（
法
人
の
場
合
は
、
役
員
な
ど

を
含
む
）
が
、
暴
力
団
対
策
法
な
ど
で

定
め
て
あ
る
暴
力
団
員
ま
た
は
そ
の
関

係
者
で
な
い
こ
と

　

管
財
課　

☎
23

－

２
６
７
２

お
知
ら
せ

毎月第3日曜日は「家庭の日」です
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宮
崎
県
最
低
賃
金
の
改
正

　

最
低
賃
金
は
臨
時
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ

イ
ト
な
ど
を
含
め
た
全
て
の
労
働
者
に
適

用
さ
れ
ま
す
。

業　

種

最
低
賃
金
効
力
発
生
日

宮
崎
県
最
低
賃
金

６
６
４
円
平
成
25
年

11
月
２
日

特定（産業別）最低賃金
部
分
肉
・
冷
凍
肉
、

肉
加
工
品
、
処
理

牛
乳
・
乳
飲
料
、

乳
製
品
製
造
業

６
７
０
円
平
成
26
年

１
月
16
日

電
子
部
品
・
デ
バ

イ
ス
・
電
子
回
路
、

電
気
機
械
器
具
、

情
報
通
信
機
械
器

具
製
造
業

７
０
７
円
平
成
26
年

１
月
９
日

各
種
商
品
小
売
業

６
８
７
円
平
成
26
年

１
月
１
日

自
動
車
（
新
車
）

小
売
業

７
３
１
円
平
成
26
年

１
月
８
日

　

宮
崎
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
　

☎
０
９
８
５

－

38

－

８
８
３
６

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

【
み
や
こ
の
じ
ょ
う
健
康
づ
く
り
計
画
21（
第
２
次
）】

　

計
画
を
定
め
る
に
当
た
り
、
広
く
意
見

を
求
め
ま
す
。

●
公
表
の
場
所　

健
康
課
、
情
報
公
開
コ

ー
ナ
ー
（
市
役
所
東
館
２
階
）、
各
総
合

支
所
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

●
意
見
の
募
集
期
間　

２
月
18
日
㈫
ま
で

●
意
見
の
提
出
書
類

　

公
表
の
場
所
に
設
置
し
て
あ
る「
意
見
・

情
報
提
供
書
」
を
利
用
く
だ
さ
い
。
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す

●
提
出
方
法　

住
所
、
氏
名
ま
た
は
団
体

名
を
明
記
し
、
封
書
で
担
当
課
へ
郵
送
ま

た
は
持
参
。
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
も
受

け
付
け
ま
す
。
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
や
各

総
合
支
所
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
で
も

提
出
で
き
ま
す
。
氏
名
、
住
所
な
ど
の
記

載
が
な
い
意
見
に
対
し
て
は
、
市
の
考
え

方
を
公
表
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５　

FAX 

23

－
４
８
４
６

kenkou@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

農
耕
用
車
両
の
ナ
ン
バ
ー

　

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
、
座
席
の
あ
る
農
耕

用
車
両
は
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
取
り

付
け
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
使
用

中
で
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
付
い
て
い
な

い
車
両
は
、
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
登
録
・
抹
消
の
受
付
窓
口

◎
小
型
特
殊
農
耕
用

　

 

（
最
高
速
度
時
速
35
㌔
未
満
）

　

市
民
税
課　

☎
23

－

２
１
２
３

　

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

◎
大
型
特
殊
農
耕
用

　
（
最
高
速
度
時
速
35
㌔
以
上
）

　

宮
崎
運
輸
支
局

　

☎
０
５
０

－

５
５
４
０

－

２
０
８
８

国
有
林
モ
ニ
タ
ー

　

国
有
林
に
興
味
を
持
つ
20
歳
以
上
の
人

か
ら
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
間　

4
月
〜
平
成
27
年
3
月

※ 

募
集
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
林
野
庁
九

州
森
林
管
理
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
く
だ
さ
い

　

九
州
森
林
管
理
局
企
画
調
整
課

　
　
　

☎
０
９
６

－

３
２
８

－

３
５
１
１

休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00
※歯科は17：00まで
月日 医療機関名 電話番号
２/16
㈰

はしぐち小児科（小） 24-5500
野辺医院（内・胃） 22-0153
豊栄クリニック（内） 39-2525
マドコロ外科医院（外・胃） 22-0138
どいクリニック（外・胃・内） 22-1825
武田産婦人科（産・婦） 22-0336
一万城安楽歯科医院 26-1118

２/23
㈰

志々目医院（内・小） 57-2004
宮永病院（内・胃・外） 22-2015
大橋クリニック（内・消・ﾘﾊ） 37-0539
たかお浜田医院（外・内） 22-8818
池之上整形外科（整・ﾘﾊ・ﾘｳ） 23-2311
西浦医院（耳鼻） 22-0715
曽我歯科医院 22-2622

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-5555、
歯科医師会は☎25-4100）で確認してください
◎みやざき医療ナビもご利用ください
http://www.e-navi.pref.miyazaki.lg.jp
●休日当番薬局
２/16 ㈰ ウエスト、あい上町、下長飯、

わかば、フクシマ、ひむか蔵原

２/23 ㈰ プリマリー、ふれあい庄内、
そうごうたかお、チェロ

み
や
ざ
き
医
療
ナ
ビ

は申し込み先、問は問い合わせ先の略です
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黒田伸（著）饗文社（出版）

鬼神のごとき大活躍で楽天イーグルス
を日本一に導いた田中将

まさひ ろ

大投手。少
年時代からの成長過程と、稲尾、星野
ら歴代の剛腕列伝を納めたスポーツド
キュメント。

星の王子さまと10人の探究者たち（著）
講談社（出版）

生誕70周年を迎えた「星の王子さ
ま」が、目に見えない時間や運、ユー
モアなど12のテーマについて、各分
野のトップランナーと探究します。

八木亜希子（著）文芸春秋社（出版）

「伝えるって難しい…」民放テレビ局の
看板アナウンサーとしても活躍した著
者が、入社以来、心に残った言葉を記
録した手帳から自身の成長をつづった
一冊。

山﨑克己（著）ＢＬ出版（出版）

おばあさんが唐草模様の風呂敷をか
ぶったと思ったら「ふろしきでんしゃ」に
大変身。電車の中に大きなお風呂があ
ると聞いたハルタ君は、こっそり乗り込
んで…

「剛腕新伝説」

「目に見えないもの」

「その気持ちを伝えるために」

「ふろしきでんしゃ」

都城市立図書館　☎22-0239
高城図書館　　　☎58-4224

◎問い合わせ

都城市立図書館　●休館日／２月17日・24日、３月３日・６日・10日　　 　 　●開館時間／９：30～18：50
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　※水曜日は20：00まで開館  
高城図書館　　　●休館日／２月16日・18日・25日、３月４日・11日 　　　　●開館時間／９：30～18：00

一般 一般

児
童

児
童

２月15日～３月15日

子
ど
も
の
た
め
の
夜
間
映
写
会

（
ナ
イ
ト
シ
ア
タ
ー
）

●
２
月
15
日
㈯
、
３
月
15
日
㈯

　

19
時
30
分
〜

※ 

夜
間
の
た
め
、
保
護
者
が
必

ず
同
伴
し
て
く
だ
さ
い

国
際
交
流
員
に
よ
る

読
み
聞
か
せ
会

●
２
月
19
日
㈬　

11
時
〜

お
は
な
し
ト
ン
ト
ン

読
み
聞
か
せ
会

●
２
月
22
日
㈯　

11
時
〜

お
は
な
し
の
部
屋
〝
そ
ら
ま
め
〞

（
未
就
学
児
の
親
子
）

●
２
月
27
日
㈭　

11
時
〜

本
と
お
は
な
し
の
会

●
３
月
８
日
㈯　

14
時
30
分
〜

内
容　

 

い
っ
き
ゅ
う
さ
ん

都
城
市
立
図
書
館

読
み
聞
か
せ
の
部
屋

高
城
図
書
館

お
知
ら
せ

市
立
図
書
館
で
は
、
土
・
日

曜
日
に
限
り
住
民
票
や
印
鑑

証
明
書
を
発
行
し
て
い
ま
す

※ 

戦
国
時
代
の
軍
師
・
黒
田
官

兵
衛
に
関
す
る
本
を
集
め
た

特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て

い
ま
す

「
エ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
銃じ
ゅ
う」

　

イ
ギ
リ
ス
で
開
発
さ
れ
た
エ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
銃

は
、銃
弾
を
砲
口
か
ら
装そ
う
て
ん塡
す
る
前ぜ
ん
そ
う
し
き

装
式
の
銃
で
、

19
世
紀
中
頃
に
は
イ
ギ
リ
ス
軍
で
も
採
用
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
当
時
、
こ
の
銃
は
世
界
的
に
高
く
評

価
さ
れ
、
世
界
各
地
に
輸
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
銃
を
日
本
に
初
め
て
導
入

し
た
の
は
、
薩
摩
藩
で
し
た
。
文

久
３
年
（
１
８
６
３
）
に
勃
発
し

た
薩
英
戦
争
の
後
、
薩
摩
藩
は
、

イ
ギ
リ
ス
と
提
携
。
こ
の
銃
を
大

量
に
購
入
し
て
軍
備
を
整
え
、
後

に
起
き
た
戊ぼ
し
ん辰

戦
争
で
は
、
大
い

に
そ
の
威
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

都
城
島
津
家
に
残
る
エ
ン
フ
ィ

ー
ル
ド
銃
は
、
銃
身
の
形
か
ら
薩

摩
藩
が
製
造
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
、
製
造
し
た
と
推
測
さ
れ
る
集

成
館
の
技
術
の
高
さ
を
う
か
が
い

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
銃
は
、
幕
末
に
お
け
る
薩

摩
藩
、
そ
し
て
日
本
の
工
業
力
を

示
す
重
要
な
史
料
な
の
で
す
。
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モンゴルの旧正月～食べ物
バヤンバト・ムンフバヤルさん（モンゴル） Vol.17

広報Vol.98

　1 月 31 日はモンゴルの旧正月。モンゴ
ルには正月と「白い月」と呼ばれる旧正月
があります。正月にはそれぞれの家庭料理
を楽しむ一方、旧正月は決まったごちそう
が出ます。その中で、たくさん作るのがボー
ズです。家庭によって包み方が異なります
が、小

しょうろんぽう

籠包のような形をしています。元日
の朝、親戚があいさつに来ますが、訪れる
のは親戚だけではなく、近所の子どもや職
場の同僚、友達とさまざまです。
　お客さんが来るたびに、出来たてのボー
ズを出すのが一番のおもてなし。家庭に
よって異なりますが、500 個～ 2,000 個ぐ
らいのボーズを旧正月中に出します。数も
数なので、前もって作って冷凍しておきま
す。冷凍室には入りきらないので、寒い夜
を利用して、屋外に 1時間ぐらいおくと、
自然と凍ります。
　ボーズは、家族全員で作りま
す。人手が足りない親戚を手伝
うこともあります。作業中は、
眠くならないように面白い体験
話や笑い話をするので、とても
楽しいひとときです。
◎問い合わせ
　生活文化課・国際化担当
　☎23-2295

このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

▼

点
線
に
沿
って
お
切
り
く
だ
さ
い（
郵
製
は
が
き
で
も
可
）

●
ふ
れ
あ
い
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
読
ん
で
、
若
い
人
た

ち
に
も
っ
と
回
答
し
て
ほ
し
か
っ
た
で
す
。
内
容
に
つ

い
て
は
、
ハ
ー
ド
面
、
ソ
フ
ト
面
と
も
に
満
足
し
て
い

る
人
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

（
下
川
東
三
丁
目　

又
兵
衛
さ
ん
）

●
学
校
で
の
親
の
マ
ナ
ー
の
悪
さ
に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
。

参
観
日
に
は
私
語
が
多
い
だ
け
で
な
く
、
ガ
ム
を
か
ん

で
い
た
り
、
小
さ
な
子
ど
も
を
走
り
回
ら
せ
た
り
…
。

家
庭
で
の
教
育
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
基
本
的
な
こ
と

を
大
切
に
し
た
い
で
す
ね
。（

高
木
町　

ぴ
い
す
け
さ
ん
）

●
み
ん
な
が
使
う
道
路
を
快
適
な
も
の
に
す
る
た
め
に

も
、
樹
木
の
管
理
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
段
差
解
消

の
た
め
の
ブ
ロ
ッ
ク
や
鉄
板
の
誤
っ
た
設
置
も
、
事
故

の
原
因
に
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

（
八
幡
町　

Ｙ
・
Ａ
さ
ん
）

●
先
日
、
家
族
３
人
で
高
千
穂
の
峰
に
登
り
ま
し
た
。
子

ど
も
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
登
山
だ
っ
た
の
で
心
配
し

ま
し
た
が
、他
の
登
山
者
か
ら
声
を
掛
け
て
も
ら
い
、励

ま
さ
れ
な
が
ら
笑
顔
で
登
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
都
島
町　

Ｍ
・
Ｓ
さ
ん
）

●
私
の
父
親
が
、
都
城
歴
史
資
料
館
の
建
設
に
携
わ
っ
て

か
ら
、
25
年
が
経
ち
ま
す
。
庭
園
か
ら
臨
む
市
内
の
夜

景
が
と
て
も
す
て
き
な
場
所
で
す
。

（
高
木
町　

Ｔ
・
Ａ
さ
ん
）

今月号を読んでのわたしの一言

① 市内各所で開催された成人式。決意新たに、
〇,〇〇〇人が大人の仲間入り

②テレビや冷蔵庫、エアコンなどの特定〇〇
　は、ルールを守ってリサイクル

③水の安定供給で、農作物の収穫量が増える
　「畑地〇〇〇〇農業」
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電話番号　（　　　　　）　　　　　－

フリガナ

氏　名

ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

住　所

P O S T  C A R D

お手数ですが
50円切手を
お貼りください

都城市役所秘書広報課行
（広報都城 Vol.98 2014年2月号）

今月の読者プレゼント
施 設 案 内

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電話
番号と、わたしの一言や２月号を読んだ感想を書いて
〒885-8555　秘書広報課まで。正解者の中から抽選で
２人にプレゼントを差し上げます。

※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選
者への商品の発送以外には利用しません

◎応募締め切り　 2月28日㈮　当日消印有効
◎発表　本紙４月号
※このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業者を募集してい
ます。詳しくは秘書広報課まで問い合わせください

◎12月号クイズの結果【応募総数50通】

　★正解／①サイト　②ネット　③共進会
◎12月号当選者　野口　初子さん（大王町）

【お菓子詰め合わせ ２人】
商品提供事業者
まるはちふくれ菓子店（上長飯町）
☎21ｰ1415
南九州地方に伝わる伝
統の郷土菓子「ふくれ
菓子」を現代風にアレ
ンジ。いずれの商品も
好評です。ぜひ、ご賞
味ください。

◆美術館（姫城町） ☎25-1447
開館時間　９:00～17:00（入館は16:30まで）
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
※３月３日㈪～17日㈪までは展示替え作業のため休館
◎収蔵作品展「美意識過剰」　３月２日㈰まで

◆都城歴史資料館（都島町） ☎25-8011
開館時間　９:30～17:00（入館は16:30まで）
入館料　一般210円 高校生150円 小・中学生100円
※毎週土曜日は、小・中学生は無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎企画展「きて みて さわって！ ちょっとなつかしい道具たち」
　４月13日㈰まで

◆都城島津邸（早鈴町） ☎23-2116
開館時間　９:00～17:00（入館は16:30まで）
観覧料　「本宅」小学生以上100円
　　　　「伝承館」一般210円　高校・大学生150円
　　　　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
※２月18日㈫～21日㈮までは展示替え作業のため伝承館
　のみ休館
◎収蔵史料展「都城と都城島津家」
　２月22日㈯～６月22日㈰

◆人形の館（山之口町） ☎57-5295
開館時間　９:30～17:00（入館は16:30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◆山之口弥五郎どんの館（山之口町） ☎57-3713
開館時間　９:00～17:00
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◆高城郷土資料館（高城町） ☎58-5963
開館時間　９:30～17:00（入館は16:30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◆旧後藤家商家交流資料館（高城町） ☎58-6900
開館時間　10:00～16:00
入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
※３月３日㈪は開館

◆たちばな天文台（高崎町） ☎62-4936
開館時間　10:00～15:00
        ㊎、㊏、㊗の前日は19:00 ～ 22:00も開館
入館料　中学生以上300円　小学生100円
休館日　毎週木曜日（木曜日が祝日の時はその前日）
◎木星の観望会　毎週金・土曜日　20：00～22：00

▲

点
線
に
沿
って
お
切
り
く
だ
さ
い（
郵
製
は
が
き
で
も
可
）

※２月16日～３月15日の日程



テレビ番組

ラジオ番組
■MRTラジオ（AM放送936kHz）
「みやこのじょうドキドキナビ」
毎週：月～金曜日（祝日除く）15：30～15：45

■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
「インフォメーションM」　毎週：月～金曜日
9：49～9：54、15：54～15：59（再）

■BTVケーブルテレビ
　（デジタル111ch）
※毎回10分間放送
「みやこんじょジャーナル」
　① 6：50～　②11：50～　③17：50～
　④20：50～　⑤22：50～

市の提供番組紹介

平成26年 1月 1日現在 前月比 前年比
世帯数 70,854 世帯 （ ｰ  7） （  364）
人口総数 167,351 人 （   12） （ ｰ 641）
男 78,350 人 （    5） （ ｰ 390）

女 89,001 人 （    7） （ ｰ 251）
※平成22年国勢調査確定値基づく推計人口です

都城市現住人口

先 日、認知症講演会・健康づくり大会の取
材に行きました。プラス思考、頭をつか

うこと、笑い、運 動が、認 知症 の予防を含 め
た健康づくりには欠かせないということを学ば
せてもらいました。ウオーキングなどの身体的
運動と比べると、「脳トレ」など認知機能を向
上させる訓練は単調なためか継続するのが難
しいと感じていました。しかし、最近、「速読」
できる人と話をする機会があり、話を聞いてみ
ると、その訓練は「脳トレ」そのもの。文字を
速く、楽に読むことができてとても快適とのこ
とでした。年も変わり、心機一転、まずは楽し
みながら試してみたいと思います。（和）

新春恒例の消防出初式が１月 12 日、沖水川市民緑地で
開催されました。災害時、市民の生命と財産を守る消防
団員と消防士 1,276 人が、規律ある行進や士気を高める
ための通常点検、一斉
放水などを披露。会場
内では更新時期を迎え
た非常食の配布や、チ
ビッ子の放水体験も行
われるなど、来場者ら
は消防活動に対する理
解を深めていました。

都城市消防出初式

◆編集後記

インフォメーション

今月の表紙

スマートフォンか
らも市政情報がご
覧になれます

と
み

●日時　３月２日㈰
　　　　 開演14:00（開場13:30）
●料金　全席指定　一般3,800円　高校生以下1,000円
　　　　 ※ 未就学児の入場不可

南
なんばらきよたか
原清隆、野村万

まんぞう
蔵、佐藤

弘道、ドロンズ石本、川村
ゆきえら豪華出演者が狂言
とコントを融合させた「新
しい笑い」を届けます！

◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎23-7140

●日時　３月23日㈰　開演13：00
●料金　500円

架空のムジカ青春学園の「卒
業」をテーマにした、都城圏域
の学生・生徒によるバンド演
奏・ダンスパフォーマンスフェ
スティバル。

◎問い合わせ　都城市ウエルネス交流プラザ　☎26-7770

第三回ムジカパフォーマンスフェスタ

現代狂言Ⅷ 狂言とコントが結婚したら…

イベントカレンダー
（2月16日～3月15日）

※【　】内は場所、問は問い合わせ先

都城市エリア

２
月

16日㈰　15:00～16:00
春日神社ベブどん【春日神社（高木町）】
問　生活文化課　☎23－2132

22日㈯～３月23日㈰
「雛の宿」商家のひなまつり
【旧後藤家商家交流資料館】
問　旧後藤家商家交流資料館　☎58－6900

３
月

９日㈰　８:00～11:00
都城ぼんち市【東中町通り】
問　都城商工会議所　☎23－0001

９日㈰　10:00～
みやこんじょボランティアフェスティバル2014
【南九州大学都城キャンパス】
問　市ボランティアセンター　☎25－7318

環霧島エリア

２
月

22日㈯・23日㈰　７：00～
こばやし霧島連山絶景ウオーク【小林駅前発着】
問　同実行委員会　☎0984－23－1174

23日㈰　９：30～
初
はつうまさい

午祭　【鹿児島神宮】
問　同実行委員会　☎0995－45－5111

小林市

霧島市
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